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1 医療心理学 

研究業績 
 
論文等 

1) Takaki Fukumori,  Hiromi Kuroda,  Masaya Ito,  Masami Kashimura : Effect of guided, structured, writing program on self-harm ideations 

and emotion regulation. The journal of medical investigation : JMI 2017; 64（1.2）:74-78. doi: 10.2152/jmi.64.74. 

2) 田附 あえか,  野村 俊明 : 【日常診療における病識・病感・負担感の取り扱い-治療効果を高めるための工夫-】 子どもの語る病識・病感・

負担感. 臨床精神医学 2017; 46（12）:1539-1544. 

3) 樫村 正美 : 【高齢者の反社会的行動】高齢者にみられる迷惑行為. 老年精神医学雑誌 2017;28(11):1222-1228. 

4) 野村 俊明 : 【高齢者の反社会的行動】高齢者の反社会的行動をめぐって 高齢受刑者の増加問題を中心に. 老年精神医学雑誌 2017; 

28(11) :1193-1199. 

5) 野村 俊明 : 【精神療法家が守らなければならないこと 倫理的原則と実践的課題】 (第 1 部)精神療法の倫理的基礎 精神療法のインフォー

ムド・コンセント. 精神療法 2018; 44（1）:15-20. 

6) 樫村 正美 : 【診断と治療の ABC[132]老年精神医学】 (第 1 章)総論 高齢者への心理療法. 最新医学 2018; 別冊（老年精神医学）:28-35. 

7) 野村 俊明,  樫村 正美 : 【認知行動療法のこれから-取り組むべき課題】スーパービジョン体験を多領域でいかす 医学生を対象とする認知

行動療法の教育. 精神療法 2017; （増刊 4）:120-125. 

8) 原 祐子,  深津 亮,  野村 俊明 : 【高齢者の反社会的行動】 高齢者の反社会的行為とその処遇. 老年精神医学雑誌 2017; 28（11）:1242-

1252. 

9) 樫村 正美,  野村 俊明 : 介護家族および介護準備家族を対象とした集団版認知行動的プログラムの試み. 家族療法研究 = Japanese journal 

of family therapy 2017; 34（3）:281-290. 

10) 樫村 正美,  野村 俊明 : 介護家族および介護準備家族を対象とした集団版認知行動的プログラムの試み. 家族療法研究 2017; 34（3）:281-

290. 

11) 川西 智也,  野村 俊明,  原 祐子,  樫村 正美,  奥村 雄介,  北村 伸 : 刑務所初入所の高齢受刑者のプロフィール 経済状況・家族関係・

犯罪種別に着目して. 老年精神医学雑誌 2017; 28（増刊 II）:175. 

12) 樫村 正美,  野村 俊明,  川西 智也,  原 祐子,  北村 伸 : 地域在住高齢者にみられる迷惑行為に関する検討 : 地域包括支援センターを対

象としたフォーカスグループ. 老年精神医学雑誌 2018; 29（1）:65-74. 

13) 野村 俊明 : 認知症と紛らわしい疾患の見きわめ : せん妄と認知症 (特集 認知症の問診と病歴の取り方). 日本医事新報 2017; （4862）:41-

45. 

14) 工藤 喬,  菊地 俊暁,  原 祐子,  色本 涼,  樫村 正美 : 認知症の認知行動療法 (第 16 回日本認知療法学会シンポジウム). 認知療法研究 

= Japanese journal of cognitive therapy 2017; 10（2）:171-180. 

15) 野村 俊明 : 高齢受刑者への支援 (特集 犯罪・非行臨床を学ぼう) -- (犯罪・非行臨床を学ぼう). 臨床心理学 = Japanese journal of clinical 

psychology 2017; 17（6）:800-803. 

16) 樫村 正美,  野村 俊明,  舘野 周,  石渡 明子 : 高齢者に向けた精神療法の応用 認知症患者とその介護者を対象とした認知行動的なアプ

ローチ. 日本抗加齢医学会総会プログラム・抄録集 2017; 17 回:113. 

 
著書 

1) Potter-Efron, Ronald T.,  Potter-Efron, Patricia S.[著],  堀越  勝,  樫村  正美 : 〔共訳〕30 分でできる怒りのセルフコントロール. 2017, 

金剛出版. 

2) 青木 紀久代,  野村 俊明 : 〔共編者(共編著者)〕4 不安 (これからの対人援助を考える くらしの中の心理臨床). 2017, 福村出版. 

3) 野村 俊明,  青木 紀久代,  堀越 勝,  北村 伸 : 〔監修〕5 認知症 (これからの対人援助を考える くらしの中の心理臨床). 2017, 福村出版. 

4) 樫村 正美 : 〔分担執筆〕pp.45-64, 79-84, 201-210, 218-224.くらしの中の心理臨床第５巻 認知症. 2017, 福村出版. 
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学会発表 
1) 樫村 正美,  野村 俊明,  舘野 周,  石渡 明子 : 高齢者に向けた精神療法の応用 認知症患者とその介護者を対象とした認知行動的なアプ

ローチ. 日本抗加齢医学会総会プログラム・抄録集, 2017. 6. 
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2 数学 

研究業績 
 
論文等 

1) 貝塚 公一 : A characterization of the L^2-range of the Poisson transform with real and singular spectral parameter on symmetric spaces of 

noncompact type. 数理解析研究所講究禄「スペクトル・散乱理論とその周辺」 2017; 2045:100-116. 

2) Kiyoshi Mochizuki,  Hideo Nakazawa : Uniform resolvent estimates for stationary dissipative wave equations in an exterior domain and their 

application to the principle of limiting amplitude. New trends in analysis and interdisciplinary applications, Trends Math. Res. Perspect., 2017. 

2017:521-527. 

3) 貝塚 公一 : 書評「谷島賢二：シュレディンガー方程式 I, II (朝倉数学体系 5, 6)」. 日本数学会「数学」 2018; 70（1）:101-106. 

 
学会発表 

1) 貝塚 公一 : A characterization of the L^2-range of the Poisson transform with real and singular spectral parameter on symmetric spaces. 研究

集会「微分方程式と幾何学」, 立命館大学, 2017. 6. 

2) 貝塚 公一 : A characterization of the L^2-range of the Poisson transform with real and singular spectral parameter on symmetric spaces of 

noncompact type. 第 149 回神楽坂解析セミナー, 東京理科大学, 2017. 6. 

3) 貝塚 公一 : Stationary scattering theory on symmetric spaces. RIMS 合宿型セミナー「Workshop on linear and nonlinear dispersive equations 

and related topics」, 2017. 5. 
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3 物理学 

研究業績 
 
論文等 

1) Yasuhiro Matsunaga,  Tsutomu Yamane,  Tohru Terada,  Kei Moritsugu,  Hiroshi Fujisaki,  Satoshi Murakami,  Mitsunori Ikeguchi,  

Akinori Kidera : Energetics and conformational pathways of functional rotation in the multidrug transporter AcrB. eLife 2018; 7 doi: 

10.7554/eLife.31715. 

2) 藤崎弘士,  森次圭,  米澤康滋,  楯真一 : Pin1 酵素における異性化反応への重み付きアンサンブル法の適用. 分子シミュレーション討論会

講演要旨集 2017; 31st 

3) 岡本 研,  菊地 浩人 : キサンチン酸化還元酵素 : 物理学から臨床医学まで. 日本医科大学基礎科学紀要 = The Bulletin of liberal arts & 

sciences, Nippon Medical School 2017; （46）:37-69. 

4) 藤崎 弘士 : 教育報告 「生」と「死」を考える医学教養教育科目の軌跡(2)2012 年度から 2017 年度まで. 日本医科大学基礎科学紀要 = The 

Bulletin of liberal arts & sciences, Nippon Medical School 2017; （46）:71-81. 

5) 小田切健太,  藤崎弘士 : 機械的刺激の効果を考慮した創傷治癒の数理モデル. 日本物理学会講演概要集(CD-ROM) 2017; 72（2） 

6) 藤崎 弘士 : 生体分子におけるレアイベントの探求. 生物物理 2017; 57（1）:40-41. doi: 10.2142/biophys.57.040. 

7) 藤崎 弘士 : 生体分子におけるレアイベントサンプリング : Onsager-Machlup 作用を用いた計算方法 (ランダム力学系理論とその応用). 

数理解析研究所講究録 2017; 2028（2028）:38-48. 

8) 藤崎弘士,  末谷大道,  光武亜代理 : 生体分子の分子シミュレーションから反応座標をどう抜き出すか. 日本物理学会講演概要集(CD-

ROM) 2017; 72（1）:3237. 

9) 藤崎 弘士 : 連載「分子系における遷移・反応レートの計算法について III」. アンサンブル 2017; 18（1）:39-44. 

10) 藤崎弘士,  森次圭,  末谷大道 : 重み付きアンサンブル法を用いたタンパク質のパスサンプリング. 日本物理学会講演概要集(CD-ROM) 

2017; 72（2） 
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4 化学 

研究業績 
 
論文等 

1) 中村成夫 : フラーレンの化学的性質とその誘導体の合成. 日本医科大学基礎科学紀要 2017; 46:21-36. 

2) 梅沢隆太郎,  北川原弓奈,  高橋恭子,  中村成夫,  阿部晃子,  関根修一,  伊藤晃成,  大江知之,  増野匡彦 : 代謝活性化を回避した新規

ベンズブロマロン類縁体の合成およびその毒性評価. 日本薬学会関東支部大会講演要旨集 2017; 61st 

3) 大江知之,  高橋恭子,  中村成夫,  増野匡彦 : 肝毒性を示す医薬品の代謝活性化機構の解析とそれに基づいた創薬戦略. YAKUGAKU 

ZASSHI 2017; 137（3）:249-255. doi: 10.1248/yakushi.16-00230-1. 

 
学会発表 

1) 正堺雄大,  大江知之,  高橋恭子,  中村成夫,  増野匡彦 : HIV 逆転写酵素阻害活性を有するジドブジン結合型新規フラーレン誘導体の創製. 

第 61 回日本薬学会関東支部大会, 2017. 9. 

2) 山田晶子,  大江知之,  小川真依,  高橋恭子,  中村成夫,  増野匡彦 : グルクロン酸抱合経由の代謝活性化を回避したジクロフェナク類縁

体の創製. 日本薬学会第 138 年会, 2018. 3. 

3) 梅沢隆太郎,  北川原弓奈,  高橋恭子,  中村成夫,  阿部晃子,  関根修一,  伊藤晃成,  大江知之,  増野匡彦 : 代謝活性化を回避した新規

ベンズブロマロン類縁体の合成およびその毒性評価. 第 61 回日本薬学会関東支部大会, 2017. 9. 

4) 安野拓実,  Halil Ibrahim Chiftci,  大江知之,  高橋恭子,  藤田美歌子,  中村成夫,  大塚雅巳,  増野匡彦 : 抗 HIV 薬を目指した新規ピリ

ジニウム型フラーレン誘導体の創製. 第 35 回メディシナルケミストリーシンポジウム, 2017. 10. 

5) 安野拓実,  大江知之,  高橋恭子,  中村成夫,  増野匡彦 : 抗がん薬を目指した新規ピリジニウム型 C60 誘導体の創製. 第 7 回ナノカーボン

バイオシンポジウム, 2017. 9. 

6) 伊藤理人,  比留川史也,  高橋恭子,  中村成夫,  大江知之,  増野匡彦 : 抗酸化活性を有する非フェノール型尿酸アナログの創製. 日本薬

学会第 138 年会, 2018. 3. 
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5 生物学 

研究業績 
 
論文等 

1) Nga Luu,  Liezhen Fu,  Kenta Fujimoto,  Yun-Bo Shi : Direct Regulation of Histidine Ammonia-Lyase 2 Gene by Thyroid Hormone in the 

Developing Adult Intestinal Stem Cells. ENDOCRINOLOGY 2017; 158（4）:1022-1033. doi: 10.1210/en.2016-1558. 

2) Takashi Hasebe,  Kenta Fujimoto,  Mitsuko Kajita,  Atsuko Ishizuya-Oka : Essential Roles of Thyroid Hormone-Regulated 

Hyaluronan/CD44 Signaling in Adult Stem Cell Development During Xenopus laevis Intestinal Remodeling. STEM CELLS 2017; 35（10）:2175-

2183. doi: 10.1002/stem.2671. 

3) Liezhen Fu,  Biswajit Das,  Kazuo Matsuura,  Kenta Fujimoto,  Rachel A. Heimeier,  Yun-Bo Shi : Genome-wide identification of thyroid 

hormone receptor targets in the remodeling intestine during Xenopus tropicalis metamorphosis. SCIENTIFIC REPORTS 2017; 7（1）:6414. 

doi: 10.1038/s41598-017-06679-x. 

4) Choi J,  Ishizuya-Oka A,  Buchholz DR : Growth, Development, and Intestinal Remodeling Occurs in the Absence of Thyroid Hormone 

Receptor α in Tadpoles of Xenopus tropicalis. Endocrinology 2017; 158（6）:1623-1633. doi: 10.1210/en.2016-1955. 

5) Atsuko Ishizuya-Oka : How thyroid hormone regulates transformation of larval epithelial cells into adult stem cells in the amphibian intestine. 

Molecular and Cellular Endocrinology 2017; 459:98-103. doi: 10.1016/j.mce.2017.02.026. 

6) Atsuko Ishizuya-Oka : Organ culture of the Xenopus tadpole intestine. Cold Spring Harbor Protocols 2017; 2017（10）:780-784. doi: 

10.1101/pdb.prot097683. 

7) Takashi Hasebe,  Kenta Fujimoto,  Mitsuko Kajita,  Liezhen Fu,  Yun-Bo Shi,  Atsuko Ishizuya-Oka : Thyroid Hormone-Induced 

Activation of Notch Signaling Is Required for Adult Intestinal Stem Cell Development During Xenopus Laevis Metamorphosis. STEM CELLS 

2017; 35（4）:1028-1039. doi: 10.1002/stem.2544. 
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6 英語 

研究業績 
 
著書 

1) 西川 純恵 : 〔共著〕Revised Polestar English Expression II（文部科学省検定済教科書高等学校外国語科用）. 2017, 数研出版. 

2) 崎村 耕二 : 〔単著〕最新 英語論文によく使う表現 基本編. 2017, 創元社. 

 
学会発表 

1) Steven Kirk : The function of rhythm and interactive alignment in creating confluence in conversation. British Association of Applied Linguistics 

(BAAL), Leeds, UK, 2017. 9. 

2) 西川 純恵 : Timed Reading 活用による 学習成果の「見える化」を目指した授業実践. 外国語教育メディア教育学会, 2017. 8. 
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7 スポーツ科学 

研究業績 
 
論文等 

1) 武藤 三千代,  渡部 鐐二,  白石 まりも : 08 測－10－ポ－28（28） ラジオ体操を励行している高齢者の体力および健康関連 QOL につい

て. 日本体育学会大会予稿集 2017; 68（0）:199_2. doi: 10.20693/jspehss.68.199_2. 

2) Mikami T,  Sorimachi M : Uric acid contributes greatly to hepatic antioxidant capacity besides protein. Physiological Research 2017; 66

（6）:1001-1007. 

3) 平田 紀美子,  勝又 聖夫,  佐藤 麻衣子,  稲垣 弘文,  武藤 三千代,  川田 智之 : カラムスイッチングシステムを用いた HPLC による唾

液中カテコールアミン代謝物の同時分析法(3). 日本薬学会年会要旨集 2018; 138 年会（3）:237. 

4) 武藤 三千代,  渡部 鐐二,  若山 葉子,  渡部 月子 : ラジオ体操を継続実施している高齢者の生活習慣と健康関連 QOL について. 日本公

衆衛生学会総会抄録集 2017; 76 回:498. 

5) 若山葉子,  武藤三千代,  川田智之 : 中高年を対象とした「運動教室」参加者の健康調査成績. 日本健康学会誌 2017; 83（Appendix） 

6) 若山 葉子,  武藤 三千代,  渡部 鐐二,  渡部 月子,  川田 智之 : 中高年を対象とした「運動教室」参加者の健康調査成績 2003 年-2016 年

の推移. 日本公衆衛生学会総会抄録集 2017; 76 回:542. 

7) 若山葉子,  武藤三千代,  渡部鐐二,  渡部月子,  川田智之 : 中高年を対象とした「運動教室」参加者の健康調査成績―2003 年‐2016 年の

推移―. 日本公衆衛生学会総会抄録集 2017; 76th:542. 

8) 勝又 聖夫,  平田 紀美子,  武藤 三千代,  川田 智之 : 日本体育協会加盟団体等へのタバコ対策を中心としたアンケート調査(2). 日本公衆

衛生学会総会抄録集 2017; 76 回:445. 

9) 武藤三千代,  桜田敬子,  渡部鐐二 : 有料老人ホームにおける体操指導の効果. 運動とスポーツの科学 2018; 23（2）:144. 
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〔２〕基礎医学 
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1 分子解剖学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Haruhiko Shimada,  Yuuki Yamaguchi,  Takami Takizawa,  Hironori Takahashi,  Akihid Ohkuchi,  Toshiyuki Takeshita,  Shigeki 

Matsubara,  Toshihiro Takizawa : 3D IMAGING OF FULL-TERM HUMAN PLACENTAL VILLI BY SERIAL BLOCK FACE-SCANNING 

ELECTRON MICROSCOPY. PLACENTA 2017; 59:175-176. 

2) Chaw Kyi-Tha-Thu,  Toshihiro Takizawa : DECIDUAL NATURAL KILLER CELLS EXPRESS GLUCOSE TRANSPORTER TYPE 1 

(SLC2A1) DURING MOUSE PREGNANCY. PLACENTA 2017; 59:172. 

3) Toshihiro Takizawa,  Hironori Takahashi,  Chaw Kyi-Tha-Thu,  Manabu Ogoyama,  Akihide Ohkuchi,  Toshiyuki Takeshita,  Shigeki 

Matsubara : DICER1 is present in the syncytiotrophoblast of the human full-term placenta. JOURNAL OF REPRODUCTIVE IMMUNOLOGY 

2017; 124:73. doi: 10.1016/j.jri.2017.10.008. 

4) 瀧澤 俊広,  高橋 宏典,  Kyi-Tha-Thu Chaw,  小古山 学,  大口 昭英,  竹下 俊行,  松原 茂樹 : DICER1 はヒト満期胎盤の合胞体栄養膜

細胞に発現している. Reproductive Immunology and Biology 2017; 32（1-2）:88. 

5) Chaw Kyi-Tha-Thu,  Xiaohui Song,  Takami Takizawa,  Toshihiro Takizawa : Expression of 1700108J01Rik long non-coding RNA in the 

mouse testis. JOURNAL OF REPRODUCTIVE IMMUNOLOGY 2017; 124:83-84. doi: 10.1016/j.jri.2017.10.038. 

6) Chaw Kyi-Tha-Thu,  Toshihiro Takizawa : Histochemical analysis of glucose transporter type 1 expression in mouse uterine natural killer cells. 

JOURNAL OF REPRODUCTIVE IMMUNOLOGY 2017; 124:83. doi: 10.1016/j.jri.2017.10.036. 

7) Misawa A,  Takayama KI,  Inoue S : Long non-coding RNAs and prostate cancer. Cancer science 2017; 108（11）:2107-2114. doi: 

10.1111/cas.13352. 

8) Manabu Ogoyama,  Akihide Ohkuchi,  Tomoko Shima,  Shigeru Saito,  Toshihiro Takizawa,  Chaw Kyi-Tha-Thu,  Xiaohui Song : 

MicroRNA expression analysis of peripheral and decidual natural killer cells in early miscarriage. JOURNAL OF REPRODUCTIVE 

IMMUNOLOGY 2017; 124:83. doi: 10.1016/j.jri.2017.10.037. 

9) Kinue Shimizu,  Megumi Sano,  Aoi Kita,  Nobuhiko Sawai,  Akiko Iizuka-Kogo,  Hiroshi Kogo,  Takeo Aoki,  Kuniaki Takata,  

Toshiyuki Matsuzaki : Phosphorylation and dephosphorylation of aquaporin-2 at serine 269 and its subcellular distribution during vasopressin-

induced exocytosis and subsequent endocytosis in the rat kidney. Archives of Histology and Cytology 2017; 77 （ 1 ） :25-38. doi: 

10.1679/aohc.77.25. 

10) Ken-ichi Takayama,  Aya Misawa,  Satoshi Inoue : Significance of microRNAs in Androgen Signaling and Prostate Cancer Progression. 

CANCERS 2017; 9（8）:102. doi: 10.3390/cancers9080102. 

11) Chaw Kyi-Tha-Thu,  Toshihiro Takizawa : The Complex Structure of the Mouse Placental Labyrinth Revealed by Double Immunofluorescence 

Labeling of Slc2a1 and Gjb2. JOURNAL OF NIPPON MEDICAL SCHOOL 2017; 84（3）:108-109. doi: 10.1272/jnms.84.108. 

12) 高橋 宏典,  小古山 学,  石田 洋一,  大口 昭英,  瀧澤 俊広,  松原 茂樹 : WNT10B による CD44 を介した絨毛外栄養膜の浸潤促進. 日

本産科婦人科学会雑誌 2018; 70（2）:688. 

13) 瀧澤 俊広,  高橋 宏典,  Chaw Kyi-Tha-Thu,  小古山 学,  大口 昭英,  竹下 俊行,  松原 茂樹 : ヒト胎盤合胞体栄養膜細胞は miRNA 合

成酵素の DICER1 を発現している. 日本産科婦人科学会雑誌 2018; 70（2）:882. 

14) 石田 洋一,  大口 昭英,  鈴木 達也,  高橋 宏典,  瀧澤 俊広,  松原 茂樹 : 卵胞期から黄体期にかけての母体末梢血 NK 細胞の変動. 

Reproductive Immunology and Biology 2017; 32（1-2）:101. 

15) 大口 昭英,  鈴木 寛正,  瀧澤 俊広,  白砂 孔明,  松原 茂樹 : 周産期・新生児医学と腎臓病 妊娠高血圧腎症の分子基盤. 日本腎臓学会誌 

2017; 59（3）:200. 

16) 小古山 学,  大口 昭英,  島 友子,  松原 茂樹,  齋藤 滋,  瀧澤 俊広 : 妊娠初期流産における末梢血および脱落膜 NK 細胞の遺伝子発現

解析 mRNA-miRNA 解析. 日本産科婦人科学会雑誌 2018; 70（2）:825. 

17) 小古山 学,  大口 昭英,  島 友子,  齋藤 滋,  瀧澤 俊広 : 妊娠初期流産における末梢血および脱落膜 natural killer 細胞の microRNA 発現
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プロファイル解析. Reproductive Immunology and Biology 2017; 32（1-2）:102. 

18) 澤井信彦,  趙東威,  瀧澤俊広 : 性ホルモンによる視床下部室傍核 TRH および生殖関連ペプチド受容体の亜核間 mRNA 発現量変化の比較

解析. 日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集 2017; 122nd:171. 

 
学会発表 

1) 瀧澤俊広,  高橋宏典,  Chaw Kyi-Tha-Th,  小古山学,  口昭,  下俊,  原 : DICER1 はヒト満期胎盤の合胞体栄養膜細胞に発現している. 

第 32 回日本生殖免疫学会総会・学術集会, 2017. 12. 

2) Xiaohui Song,  Chaw Kyi-Tha-Thu,  Banyar Than Naing,  Takami Takizaw,  Toshihiro Takiza : In situ hybridization analysis of mouse long 

noncoding RNA 1700101O22Rik. The 12th China-Japan Joint Seminar on Histochemistry and Cytochemistry, 2017. 8. 

3) チータートウー チョウ,  瀧澤 俊広 : マウス妊娠子宮ナチュラルキラー細胞における I 型グルコース輸送体の組織化学的解析. 第 32 回日

本生殖免疫学会, 2017. 12. 

4) チータートウー チョウ,  瀧澤 俊広 : マウス子宮ナチュラルキラー細胞に発現している Slc2a1 の組織化学的解析. 第 123 回日本解剖学会

総会全国学術集会, 2018. 3. 

5) チータートウー チョウ,  宋 暁輝,  瀧澤 敬美,  瀧澤 俊広 : マウス精巣における 1700108J01Rik 長鎖ノンコーディング RNA の発現解析. 

第 32 回日本生殖免疫学会, 2017. 12. 

6) Chaw Kyi-Tha-Thu,  瀧澤俊広 : マウス脱落膜ナチュラルキラー細胞は I 型グルコース輸送体を発現している. 第 25 回日本胎盤学会学術集

会, 2017. 11. 

7) 瀧澤敬美,  瀧澤俊広 : 新しい学生中心型能動的グループ学習法 TEO（Teach Each Other）の開発（第３報）：電子黒板の導入など新たな工

夫を加えて. 第 123 回日本解剖学会総会・全国学術集会(東京), 2018. 3. 

8) 趙東威,  澤井信彦,  瀧澤俊広 : 視床下部室傍核へのキスペプチンとニューロキニン B の入力 ～オキシトシンニューロンおよび TRH ニ

ューロンにおける受容体発現の検証. 第 123 回日本解剖学会総会・全国学術集会, 2018. 3. 
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2 解剖学・神経生物学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Ieda N,  Watanabe Y,  Bun C,  Vutha P,  Uenoyama Y : Characterization of Smallholder Livestock Farming in Kampong Cham Province, 

Cambodia — A Pilot Study in Prey Chhor District —. Journal of International Cooperation for Agricultural Development 2017; 15:42-47. doi: 

10.18999/jouica.15.42. 

2) Ishii H,  Hattori Y,  Munetomo A,  Watanabe H,  Sakuma Y,  Ozawa H : Characterization of rodent constitutively active estrogen receptor 

α variants and their constitutive transactivation mechanisms. General and comparative endocrinology 2017; 248:16-26. doi: 

10.1016/j.ygcen.2017.04.009. 

3) 石井寛高,  服部裕次郎,  服部裕次郎,  渡部寛,  渡部寛,  小澤一史 : C 末端欠損型性ステロイド受容体変異体の恒常的転写活性化能獲得機

構の解明. 日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集 2017; 122nd:190. 

4) Norio Iijima,  Shinji Miyamoto,  Keisuke Matsumoto,  Ken Takumi,  Yoichi Ueta,  Hitoshi Ozawa : Development of an imaging system for 

in vivo real-time monitoring of neuronal activity in deep brain of free-moving rats. Histochemistry and Cell Biology 2017; 148（3）:289-298. 

doi: 10.1007/s00418-017-1576-2. 

5) Moeko Kanaya,  Kinuyo Iwata,  Hitoshi Ozawa : Distinct dynorphin expression patterns with low- and high-dose estrogen treatment in the 

arcuate nucleus of female rats. BIOLOGY OF REPRODUCTION 2017; 97（5）:709-718. doi: 10.1093/biolre/iox131. 

6) Kinuyo Iwata,  Yuyu Kunimura,  Keisuke Matsumoto,  Hitoshi Ozawa : Effect of androgen on Kiss1 expression and luteinizing hormone 

release in female rats. JOURNAL OF ENDOCRINOLOGY 2017; 233（3）:281-292. doi: 10.1530/JOE-16-0568. 

7) Kenji Takahashi,  Hiroshi Nakamura,  Hitoshi Ozawa,  Sanshiro Hashimoto,  Norio Iijima,  Shimpei Higo,  Hiroshi Watanabe,  Yusuke 

Mochizuki,  Shinro Takai : Effectiveness of Radiofrequency Hyperthermia for Treating Cartilage in Guinea Pigs with Primary Osteoarthritis. 

CARTILAGE 2018; 9（1）:71-79. doi: 10.1177/1947603516678974. 

8) Y. Watanabe,  K. Ikegami,  R. Ishigaki,  N. Ieda,  Y. Uenoyama,  K. I. Maeda,  H. Tsukamura,  N. Inoue : Enhancement of the luteinising 

hormone surge by male olfactory signals is associated with anteroventral periventricular Kiss1 cell activation in female rats. JOURNAL OF 

NEUROENDOCRINOLOGY 2017; 29（8） doi: 10.1111/jne.12505. 

9) Kimihiko Nakao,  Kinuyo Iwata,  Toshiyuki Takeshita,  Hitoshi Ozawa : Expression of hypothalamic kisspeptin, neurokinin B, and dynorphin 

A neurons attenuates in female Zucker fatty rats. Neuroscience Letters 2018; 665:135-139. doi: 10.1016/j.neulet.2017.12.002. 

10) Yuji Tomori,  Ken Takumi,  Norio Iijima,  Shinro Takai,  Hitoshi Ozawa : Kisspeptin expression is decreased in the arcuate nucleus of 

hypothyroid female rats with irregular estrus cycles. NEUROSCIENCE RESEARCH 2017; 117:35-41. doi: 10.1016/j.neures.2016.11.005. 

11) Minabe S,  Ieda N,  Watanabe Y,  Inoue N,  Uenoyama Y,  Maeda KI,  Tsukamura H : Long-Term Neonatal Estrogen Exposure Causes 

Irreversible Inhibition of LH Pulses by Suppressing Arcuate Kisspeptin Expression via Estrogen Receptors α and β in Female Rodents. 

Endocrinology 2017; 158（9）:2918-2929. doi: 10.1210/en.2016-1144. 

12) Atsushi Tsukiyama,  Yujiro Hattori (co-first author,  and corresponding),  Shigeyuki Tahara,  Eitaro Ishisaka,  Daijiro Morimoto,  

Kenichi Oyama,  Akira Teramoto,  Akio Morita : New Technique for Chiasmapexy Using Iliac Crest Bone Graft: 2 Cases of Visual Impairment 

Caused by Empty Sella Syndrome. World neurosurgery 2017; 107:1051.e19-1051.e25-1051.e25. doi: 10.1016/j.wneu.2017.08.080. 

13) Eitaro Ishisaka,  Yasuo Murai,  Akio Morita,  Kazutaka Shirokane,  Yujiro Hattori,  Eiichi Baba : Radiological findings of transorbital 

penetrating intracranial injury in a child. Child's nervous system : ChNS : official journal of the International Society for Pediatric Neurosurgery 

2017; 33（11）:2061-2064. doi: 10.1007/s00381-017-3510-2. 

14) 中尾 仁彦,  岩田 衣世,  竹下 俊行,  小澤 一史 : Zucker fatty 雌ラットにおける神経内分泌学的生殖制御機構の組織化学的解析. 日本内分

泌学会雑誌 2017; 93（4）:1221. 

15) 服部 裕次郎,  田原 重志 : 【機能性内分泌疾患に対する外科治療と内科治療】クッシング病 外科治療. 内分泌・糖尿病・代謝内科 2017; 45

（5）:312-319. 
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16) 服部 裕次郎,  田原 重志 : 【視床下部と下垂体-神経内分泌の最新情報】内分泌機能障害の診断と治療 SIADH(SIAD). Clinical Neuroscience 

2017; 35（4）:422-426. 

17) 渡部寛,  渡部寛,  石井寛高,  高橋謙治,  高井信朗,  小澤一史 : 変形性膝関節症滑膜での最適参照遺伝子の選定に基づいたステロイドホ

ルモン受容体の発現解析とその BMI,性との相関について. 日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集 2017; 122nd:163. 

18) 石井 寛高,  小澤 一史 : 強い恒常的転写活性化能を持つ新規ヒト C 末端欠損型エストロゲン受容体 α 変異体の同定とその意義. 日本内分

泌学会雑誌 2017; 93（4）:1222. 

19) 佐藤 真梨萌,  美辺 詩織,  渡辺 雄貴,  松田 二子,  前多 敬一郎 : 後脳上衣細胞のグルコースセンサー細胞としての可能性. 日本内分泌

学会雑誌 2017; 93（4）:1334. 

20) 楊春英,  託見健,  小澤一史 : 性成熟に伴う正中隆起の星状グリア細胞の形態変化及び GnRH ニューロン軸索終末との連関. 日本解剖学会

総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集 2017; 122nd:174. 

21) 立澤 孝幸,  杉山 誠,  野村 素弘,  築山 敦,  馬場 栄一,  服部 裕次郎,  白銀 一貴,  廣中 浩平,  茂野 卓,  森田 明夫 : 慢性硬膜下血

種 179 件における術後再発因子の検討. 日本脳神経外傷学会プログラム・抄録集 2018; 41 回:103. 

22) 飯島典生,  託見健,  石井寛高,  岩田衣世,  楊春英,  肥後心平,  小澤一史 : 日本医科大学における実習手順―全体のデザイン,モチベーシ

ョン,評価―. 日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集 2017; 122nd:110. 

23) 渡部 寛,  高橋 謙治,  石井 寛高,  小澤 一史,  高井 信朗 : 滑膜における real-time PCR 定量法に最適な housekeeping 遺伝子の選定およ

びステロイド受容体の発現解析. 日本整形外科学会雑誌 2017; 91（8）:S1779. 

24) 中尾 仁彦,  岩田 衣世,  竹下 俊行,  小澤 一史 : 肥満、不妊を呈するレプチン受容体異常ラットにおける神経内分泌学的生殖制御機構の

変化に関する組織化学的解析. 日本生殖医学会雑誌 2017; 62（4）:521. 

25) 服部 裕次郎,  田原 重志,  石坂 栄太郎,  森田 明夫 : 術前診断が困難であった鞍上部血管芽腫の一例. 日本内分泌学会雑誌 2017; 93

（2）:605. 

26) 田原重志,  服部裕次郎,  石坂栄太郎,  喜多村孝幸,  寺本明,  森田明夫 : 被膜外摘出後にくも膜下出血・水頭症を来した非機能性下垂体腺

腫の一例. 日本神経内視鏡学会プログラム・抄録集 2017; 24th 

27) 國村有弓,  岩田衣世,  石神昭人,  小澤一史 : 雌雄ラットのパルス状 LH 分泌と弓状核キスペプチン,ニューロキニン B,ダイノルフィンニ

ューロン発現の加齢変化に関する研究. 日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集 2017; 122nd 

 
著書 

1) 服部裕次郎,  田原重志 : 〔分担執筆〕【視床下部と下垂体-神経内分泌の最新情報】 内分泌機能障害の診断と治療 SIADH(SIAD). Clinical 

Neuroscience. 2017 

2) 服部裕次郎,  田原重志 : 〔分担執筆〕【機能性内分泌疾患に対する外科治療と内科治療】クッシング病 外科治療. 内分泌・糖尿病・代謝内

科. 2017, 科学評論社. 

 
学会発表 

1) Watanabe Y : Augmentation of the LH surge by male olfactory signals is associated with AVPV Kiss1 cell activation in female rats. Endocrine 

meeting/Kp meeting, 2017. 

2) 肥後 心平 : 広いリガンド結合特性を持つニューロペプチド FF 受容体のラット全脳マッピング. 第 123 回日本解剖学会総会全国学術集会, 

2018. 3. 
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3 感覚情報科学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Tetsuya Kimura,  Mamiko Suzuki,  Takumi Akagi : Age-dependent changes in synaptic plasticity enhance tau oligomerization in the mouse 

hippocampus. ACTA NEUROPATHOLOGICA COMMUNICATIONS 2017; 5（1）:67. doi: 10.1186/s40478-017-0469-x. 

2) Stolz J.R,  Ishii T,  Swanson G.T : Comparative studies of AMPA receptor positive allosteric modulators PF-04958242 and PF-04531686. 

FASEB J. 2017; 31（1）:663.1. 

3) Ogiwara,  I : Dravet syndrome pathophysiology: lessons from mouse models. Annual Report of the Japan Epilepsy Research Foundation 2017; 

28:11-20. 

4) Tristan P. Hedrick,  William P. Nobis,  Kendall M. Foote,  Toshiyuki Ishii,  Dane M. Chetkovich,  Geoffrey T. Swanson : Excitatory 

synaptic input to hilar mossy cells under basal and hyperexcitable conditions. eNeuro 2017; 4（6） doi: 10.1523/ENEURO.0364-17.2017. 

5) Ogiwara,  I,  Tatsukawa,  T,  Mazaki,  E,  Yamakawa,  K : Generation of transgenic mouse lines that express the green fluorescent 

protein under the control of the Scn1a promoters. Annual Report of the Japan Epilepsy Research Foundation 2017; 28:47-54. 

6) Tetsushi Yamagata,  Ikuo Ogiwara,  Emi Mazaki,  Yuchio Yanagawa,  Kazuhiro Yamakawa : Nav1.2 is expressed in caudal ganglionic 

eminence-derived disinhibitory interneurons: Mutually exclusive distributions of Nav1.1 and Nav1.2. BIOCHEMICAL AND BIOPHYSICAL 

RESEARCH COMMUNICATIONS 2017; 491（4）:1070-1076. doi: 10.1016/j.bbrc.2017.08.013. 

7) Toshiyuki Ishii,  Kohei Homma,  Asuka Mano,  Takumi Akagi,  Yasuhide Shigematsu,  Yukio Shimoda,  Hiroyoshi Inoue,  Yoshihiko 

Kakinuma,  Makoto Kaneda : Novel channel-mediated choline transport in cholinergic neurons of the mouse retina. JOURNAL OF 

NEUROPHYSIOLOGY 2017; 118（4）:1952-1961. doi: 10.1152/jn.00506.2016. 

8) 荻原 郁夫 : SCN1A 遺伝子変異とてんかん原性 Dravet 症候群と GEFS+の病態解明にむけて Scn1a 変異マウスを用いた病態研究(Dravet 症

候群のモデルとして). てんかん研究 2017; 35（2）:373. 

9) 荻原 郁夫 : 電位依存性ナトリウムチャネル Nav1.1 と相互作用するタンパクの探索. てんかん研究 2017; 35（2）:539. 

 
著書 

1) 濱田知宏 : 〔分担執筆〕Sexual dimorphism in the preoptic area: An adaptive outcome to environment. Adaptation Biology and Medicine Vol.8. 

2017, Narosa Publishing House. 

 
学会発表 

1) AKAGI Takumi,  DILIP Rai,  KIYAMA Yuko,  OGIWARA Ikuo,  KANEDA Makoto : Analysis of molecular mechanisms controlling the 

polarized targeting of metabotropic glutamate receptor type 6. Journal of Physiological Sciences, 2017. 

2) Stolz J.R,  Ishii T,  Swanson G.T : Comparative studies of AMPA receptor positive allosteric modulators PF-04958242 and PF-04531686. 

Experimental Biology 2017 (ASPET), 2017. 4. 

3) Ishii T,  Ichinohe S,  Suzuki C,  Takahashi H,  Kaneda M : Contribution of P2X3 receptor to light responses in the mouse retina. 日本神経

科学大会, 2017. 7. 

4) AKAGI Takumi,  RAI Dilip,  OGIWARA Ikuo,  KANEDA Makoto : Determination of regions required for plasma membrane expression in 

metabotropic glutamate receptor type 6. Journal of Physiological Sciences, 2018. 3. 

5) 荻原 郁夫 : SCN1A 遺伝子変異とてんかん原性 Dravet 症候群と GEFS+の病態解明にむけて Scn1a 変異マウスを用いた病態研究(Dravet 症

候群のモデルとして). てんかん研究, 2017. 9. 

6) 荻原 郁夫 : 電位依存性ナトリウムチャネル Nav1.1 と相互作用するタンパクの探索. てんかん研究, 2017. 9. 
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4 生体統御科学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Yoshitaka Imamichi,  Toshio Sekiguchi,  Takeshi Kitano,  Takashi Kajitani,  Reiko Okada,  Yoshihiko Inaoka,  Kaoru Miyamoto,  

Junsuke Uwada,  Satoru Takahashi,  Takahiro Nemoto,  Asuka Mano,  Md Rafiqul Islam Khan,  Md Tariqul Islam,  Koh-Ichi Yuhki,  

Hitoshi Kashiwagi,  Fumitaka Ushikubi,  Nobuo Suzuki,  Takanobu Taniguchi,  Takashi Yazawa : Diethylstilbestrol administration inhibits 

theca cell androgen and granulosa cell estrogen production in immature rat ovary. Scientific reports 2017; 7（1）:8374. doi: 10.1038/s41598-

017-08780-7. 

2) Waragai M,  Ho G,  Takamatsu Y,  Sekiyama K,  Sugama S,  Takenouchi T,  Masliah E,  Hashimoto M : Importance of adiponectin 

activity in the pathogenesis of Alzheimer's disease. Ann Clin Transl Neurol 2017; 4（8）:591-600. 

3) Mori S,  Sugama S,  Nguyen W,  Michel T,  Sanna MG,  Sanchez-Alavez M,  Cintron-Colon R,  Moroncini G,  Kakinuma Y,  Maher P,  

Conti B : Lack of interleukin-13 receptor α1 delays the loss of dopaminergic neurons during chronic stress. Journal of neuroinflammation 2017; 

14（1）:88. doi: 10.1186/s12974-017-0862-1. 

4) Toshiyuki Ishii,  Kohei Homma,  Asuka Mano,  Takumi Akagi,  Yasuhide Shigematsu,  Yukio Shimoda,  Hiroyoshi Inoue,  Yoshihiko 

Kakinuma,  Makoto Kaneda : Novel channel-mediated choline transport in cholinergic neurons of the mouse retina. JOURNAL OF 

NEUROPHYSIOLOGY 2017; 118（4）:1952-1961. doi: 10.1152/jn.00506.2016. 

5) Shino Oikawa,  Yuko Kai,  Asuka Mano,  Hisayuki Ohata,  Takahiro Nemoto,  Yoshihiko Kakinuma : Various Regulatory Modes for 

Circadian Rhythmicity and Sexual Dimorphism in the Non-Neuronal Cardiac Cholinergic System. JOURNAL OF CARDIOVASCULAR 

TRANSLATIONAL RESEARCH 2017; 10（4）:411-422. doi: 10.1007/s12265-017-9750-4. 

6) Shino Oikawa,  Yuko Kai,  Asuka Mano,  Hisayuki Ohata,  Takahiro Nemoto,  Yoshihiko Kakinuma : Various Regulatory Modes for 

Circadian Rhythmicity and Sexual Dimorphism in the Non-Neuronal Cardiac Cholinergic System (pg 1, 2017). JOURNAL OF 

CARDIOVASCULAR TRANSLATIONAL RESEARCH 2017; 10（4）:435. doi: 10.1007/s12265-017-9760-2. 

7) 山口祐司,  岡崎幹子,  久保田万葉,  山田裕士,  大庭健史,  周東佑樹,  仲村優子,  原田太郎,  稲垣恭子,  眞野あすか,  松下晃,  中村慶

春,  福田いずみ,  内田英二,  杉原仁 : クッシング症候群を合併したパラガングリオーマの 1 例. 日本臨床内分泌病理学会学術総会プログ

ラム・抄録集 2017; 21st:62. 

8) 山口 祐司,  岡崎 幹子,  久保田 万葉,  山田 裕士,  大庭 健史,  周東 佑樹,  仲村 優子,  原田 太郎,  稲垣 恭子,  眞野 あすか,  松下 

晃,  中村 慶春,  福田 いずみ,  内田 英二,  杉原 仁 : クッシング症候群を合併したパラガングリオーマの 1 例. 日本内分泌学会雑誌 

2017; 93（4）:1462. 

9) 岡崎 幹子,  根本 崇宏,  長尾 元嗣,  芝崎 保,  杉原 仁 : ニコチン投与母ラットからの出生仔における成長後の耐糖能異常の検討. 日本

内分泌学会雑誌 2017; 93（1）:329. 

10) 眞野 あすか,  根本 崇宏,  柿沼 由彦,  芝崎 保 : 下垂体における CRF1 型受容体様免疫活性に関する免疫組織化学的解析. 日本内分泌学

会雑誌 2017; 93（1）:351. 

11) 根本 崇宏 : 胎生期低栄養低出生体重ラットへのメチルドナー補充効果. ACTH RELATED PEPTIDES 2017; 28:2-3. 

 
学会発表 

1) 中野 貴成,  井上 郁夫,  竹中 康浩,  片山 茂裕,  村越 隆之 : NPC1L1 阻害による腸管経由のコレステロール逆輸送機序の解明. 

ConBio2017, 2017. 12. 

2) 根本 崇宏 : ストレスとホルモン. 第 90 回 日本内分泌学会学術集会, 2017. 4. 

3) 柿沼 由彦 : 心筋自らがもつ ACh 産生系 non-neuronal cardiac cholinergic system とその脳心連関のもつ意義. 第 137 回 日本薬理学会関東

部会, 2017. 10. 

4) 根本 崇宏 : 胎生期低栄養低出生体重ラットとその次世代仔へのメチルドナー補充効果の検討. 2017 年生命科学系学会合同年次大会 
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(ConBio2017), 2017. 12. 
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5 代謝・栄養学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Han Matsuda,  Kei Sakamoto,  Tomohiro Matsumura,  Shiho Saito,  Susumu Shindo,  Kunihiro Fukushima,  Shin-ya Nishio,  Ryosuke 

Kitoh,  Osamu Shibasaki,  Akinori Ito,  Ryuichiro Araki,  Shin-ichi Usami,  Mamoru Suzuki,  Kaoru Ogawa,  Tomonori Hasegawa,  

Yoshiaki Hagiwara,  Yasuhiro Kase,  Tetsuo Ikezono : A nationwide multicenter study of the Cochlin tomo-protein detection test: clinical 

characteristics of perilymphatic fistula cases. ACTA OTO-LARYNGOLOGICA 2017; 137 （ sup565 ） :S53-S59. doi: 

10.1080/00016489.2017.1300940. 

2) Yoshimitsu Kuwabara,  Akira Katayama,  Sachiko Kurihara,  Marie Ito,  Mirei Yonezawa,  Nozomi Ouchi,  Ryuhei Kurashina,  Tomoko 

Ichikawa,  Rintaro Sawa,  Akihito Nakai,  Hideo Orimo,  Toshiyuki Takeshita : Diversity of progesterone action on lipopolysaccharide-

induced expression changes in cultured human cervical fibroblasts according to inflammation and treatment timing. American journal of 

reproductive immunology (New York, N.Y. : 1989) 2017; 78（5） doi: 10.1111/aji.12731. 

3) Kuwon Sekine,  Tomohiro Matsumura,  Toshihiro Takizawa,  Yurika Kimura,  Shiho Saito,  Kyoko Shiiba,  Susumu Shindo,  Kimihiro 

Okubo,  Tetsuo Ikezono : Expression Profiling of MicroRNAs in the Inner Ear of Elderly People by Real-Time PCR Quantification. 

AUDIOLOGY AND NEURO-OTOLOGY 2017; 22（3）:135-145. doi: 10.1159/000479724. 

4) Tetsuo Ikezono,  Tomohiro Matsumura,  Han Matsuda,  Satomi Shikaze,  Shiho Saitoh,  Susumu Shindo,  Setsuo Hasegawa,  Seung Ha 

Oh,  Yoshiaki Hagiwara,  Yasuo Ogawa,  Hiroshi Ogawa,  Hiroaki Sato,  Tetsuya Tono,  Ryuichiro Araki,  Yukihide Maeda,  Shin-ichi 

Usami,  Yasuhiro Kase : The diagnostic performance of a novel ELISA for human CTP (Cochlin-tomoprotein) to detect perilymph leakage. 

PLoS ONE 2018; 13（1）:e0191498. doi: 10.1371/journal.pone.0191498. 

5) Taguchi AT,  Miyajima-Nakano Y,  Fukazawa R,  Lin MT,  Baldansuren A,  Gennis RB,  Hasegawa K,  Kumasaka T,  Dikanov SA,  

Iwasaki T : Unpaired Electron Spin Density Distribution across Reduced [2Fe-2S] Cluster Ligands by 13Cβ-Cysteine Labeling. Inorganic 

Chemistry 2018; 57（2）:741-746. doi: 10.1021/acs.inorgchem.7b02676. 

6) 谷 崇,  藤原 めぐみ,  片山 映,  岡本 研,  鶴岡 秀一 : XOR 阻害薬が虚血再灌流障害に与える代謝変動のメタボローム解析. 日本腎臓学

会誌 2017; 59（3）:374. 

7) 関根舞,  草野輝男,  永田宏次,  西野武士,  西野武士,  岡本研 : ウサギ網状赤血球のプリン代謝調節. 日本生化学会大会 2017; 

90th:ROMBUNNO.2LBA‐002 (WEB ONLY). 

8) 谷崇,  岡本研 : キサンチンオキシダーゼ阻害薬による臓器保護効果の機構解明. 日本痛風・核酸代謝学会総会プログラム・抄録集 2017; 

50th:114. 

9) 岡本 研,  菊地 浩人 : キサンチン酸化還元酵素 : 物理学から臨床医学まで. 日本医科大学基礎科学紀要 = The Bulletin of liberal arts & 

sciences, Nippon Medical School 2017; （46）:37-69. 

10) 細山田真,  山崎綾子,  富岡直子,  押鐘浩之,  岡本研 : ヒト尿酸トランスポーターURAT1 のリコンビナント発現・精製系の検討. 日本痛

風・核酸代謝学会総会プログラム・抄録集 2018; 51st:80. 

11) 折茂 英生,  渡邉 淳,  齊藤 智望,  松村 智裕,  齋藤 志ほ,  佐々木 元子,  岡田 尚巳,  Chen Bee Chin,  Chew Hui Bein,  Keng Wee 

Teik : マレーシア人低ホスファターゼ症患者に見出された組織非特異型アルカリホスファターゼ遺伝子変異の解析. 生命科学系学会合同年

次大会 2017; 2017 年度:[2P-1092]. 

12) 岡本研,  西野武士 : 尿酸,XOR と内皮細胞障害 1)XOR と活性酸素. 高尿酸血症と痛風 2018; 26（1）:24‐31. 

13) 谷 崇,  岡本 研 : 虚血再灌流臓器における XOR 阻害薬による代謝変動解析. 痛風と核酸代謝 2017; 41（1）:22-23. doi: 10.6032/gnam.41.22. 

14) 岡本研,  谷崇 : 非プリンキサンチンオキシダーゼ阻害薬による組織保護効果機構. 日本痛風・核酸代謝学会総会プログラム・抄録集 2018; 

51st:93. 

15) 加藤雅子,  加藤信介,  岡本研,  西野武士 : 非プリン型キサンチン酸化還元酵素阻害剤(npXORI)によるアルツハイマー病モデルマウスの

病理組織学的抑制効果の証明:アルツハイマー病新規治療薬開発への新戦略. 日本痛風・核酸代謝学会総会プログラム・抄録集 2018; 51st:107. 
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16) 岡本研 : 高尿酸血症 III.高尿酸血症の臨床 高尿酸血症の治療 薬物療法 尿酸生成抑制薬. 日本臨床 2017; 75（12）:1864‐1868. 

 
学会発表 

1) 宗田亜佑美,  齋藤志ほ,  松村智裕,  草野輝男,  折茂英生 : PVDF 膜に固定化した熱変性させた組織非特異型アルカリホスファターゼのリ

フォールディング. 第 90 回 日本生化学会大会, 2017. 12. 

2) 宗田亜佑美,  松村智裕,  草野輝男,  折茂英生 : PVDF 膜上での組織非特異型アルカリホスファターゼの再構成. 日本医科大学医学会雑誌, 

2017. 10. 

3) Kusano T,  Nishino T,  Okamoto K : ROLE OF URIC ACID AS A SCAVENGER OF REACTIVE OXYGEN SPECIES IN THE NEURONAL 

CELL. 17th Symposium on Purine and Pyrimidine Metabolism in Man, 2017. 9. 

4) 関根舞,  草野輝男,  永田宏次,  西野武士,  岡本研 : ウサギ網状赤血球のプリン代謝調節. 第 90 回 日本生化学会大会, 2017. 12. 

5) 草野輝男,  岡本研 : マウス神経細胞において活性酸素種の役割:XOR 変異マウスとプリン誘導体のメタボローム解析. 日本痛風・核酸代謝

学会総会プログラム・抄録集, 2018. 1. 
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6 分子遺伝医学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Masanori Nakata,  Sawako Yamamoto,  Takashi Okada,  Toshihiko Yada : AAV-mediated IL-10 gene transfer counteracts inflammation in 

the hypothalamic arcuate nucleus and obesity induced by high-fat diet. NEUROPEPTIDES 2017; 62:87-92. doi: 10.1016/j.npep.2016.11.009. 

2) 梅原 慶太,  森本 祥隆,  影山 康徳,  藤田 桂,  高田 弥生,  小山 初枝,  渡邉 淳 : ALPL 遺伝子変異ヘテロ接合を有する骨粗鬆症に対し

連日投与型テリパラチドが有効であった 1 例. 日本骨粗鬆症学会雑誌 2017; 3（Suppl.1）:356. 

3) Tamai H,  Yamaguchi H,  Miyake K,  Takatori M,  Kitano T,  Yamanaka S,  Yui S,  Fukunaga K,  Nakayama K,  Inokuchi K : 

Amlexanox Downregulates S100A6 to Sensitize KMT2A/AFF1-Positive Acute Lymphoblastic Leukemia to TNFα Treatment. Cancer research 

2017; 77（16）:4426-4433. doi: 10.1158/0008-5472.CAN-16-2974. 

4) 笠原 優子,  仁田原,  島津 苑子,  増田 千明,  積田 奈々,  水本 秀二,  井上 由紀子,  井上 高良,  吉沢 隆浩,  高橋 有希,  池上 良,  

中山 淳,  武田 伸一,  渡邉 淳,  古庄 知己,  岡田 尚巳 : CRISPR/Cas9 を用いた Musculocontractural Ehlers-Danlos Syndrome-CHST14

ノックアウトマウスの作製と病態解析. 生命科学系学会合同年次大会 2017; 2017 年度:[2PT26-04(3P. 

5) 笠原(仁田原)  優子,  島津苑子,  増田千明,  積田奈々,  水本秀二,  井上(上野)  由紀子,  井上高良,  吉沢隆浩,  高橋有希,  池上良,  

中山淳,  武田伸一,  渡邉淳,  古庄知己,  岡田尚巳 : CRISPR/Cas9 を用いた Musculocontractural Ehlers‐Danlos Syndrome‐CHST14 ノ

ックアウトマウスの作製と病態解析. 日本生化学会大会 2017; 90th:ROMBUNNO.2PT26‐04(3P‐1127) (WEB ONLY). 

6) Osamu Samura,  Akihiko Sekizawa,  Nobuhiro Suzumori,  Aiko Sasaki,  Seiji Wada,  Haruka Hamanoue,  Fumiki Hirahara,  Hideaki 

Sawai,  Hiroaki Nakamura,  Takahiro Yamada,  Kiyonori Miura,  Hideaki Masuzaki,  Setsuko Nakayama,  Takashi Okai,  Yoshimasa 

Kamei,  Akira Namba,  Jun Murotsuki,  Tomohiro Tanemoto,  Akimune Fukushima,  Kazufumi Haino,  Shinya Tairaku,  Keiichi 

Matsubara,  Kazuhisa Maeda,  Takashi Kaji,  Masanobu Ogawa,  Hisao Osada,  Haruki Nishizawa,  Yoko Okamoto,  Takeshi Kanagawa,  

Aiko Kakigano,  Michihiro Kitagawa,  Masaki Ogawa,  Shunichiro Izumi,  Yukiko Katagiri,  Naoki Takeshita,  Yasuyo Kasai,  Katsuhiko 

Naruse,  Reiko Neki,  Hisashi Masuyama,  Maki Hyodo,  Yukie Kawano,  Takashi Ohba,  Kiyotake Ichizuka,  Yasuhiro Kido,  Toshiyuki 

Fukao,  Norio Miharu,  Takeshi Nagamatsu,  Atsushi Watanabe,  Naoki Hamajima,  Masaya Hirose,  Ayako Sanui,  Nahoko Shirato,  

Junko Yotsumoto,  Miyuki Nishiyama,  Tatsuko Hirose,  Haruhiko Sago : Current status of non-invasive prenatal testing in Japan. JOURNAL 

OF OBSTETRICS AND GYNAECOLOGY RESEARCH 2017; 43（8）:1245-1255. doi: 10.1111/jog.13373. 

7) Ikuko Omori,  Hiroki Yamaguchi,  Koichi Miyake,  Noriko Miyake,  Tomoaki Kitano,  Koiti Inokuchi : D816V mutation in the KIT gene 

activation loop has greater cell-proliferative and anti-apoptotic ability than N822K mutation in core-binding factor acute myeloid leukemia. 

EXPERIMENTAL HEMATOLOGY 2017; 52:56-64. doi: 10.1016/j.exphem.2017.05.003. 

8) 高木 篤史,  喜納 裕美,  笠原 優子,  川上 康彦,  岡田 尚巳,  伊藤 保彦 : DMD マウス行動解析における情動障害定量的評価システムの

構築. 脳と発達 2017; 49（Suppl.）:S415. 

9) Sadanori Miyoshi,  Tohru Tezuka,  Sumimasa Arimura,  Taro Tomono,  Takashi Okada,  Yuji Yamanashi : DOK7 gene therapy enhances 

motor activity and life span in ALS model mice. EMBO MOLECULAR MEDICINE 2017; 9（7）:880-889. doi: 10.15252/emmm.201607298. 

10) Yoshitaka Miyagawa,  Gianluca Verlengia,  Bonnie Reinhart,  Fang Han,  Hiroaki Uchida,  Silvia Zucchini,  William F. Goins,  Michele 

Simonato,  Justus B. Cohen,  Joseph C. Glorioso : Deletion of the Virion Host Shut-off Gene Enhances Neuronal-Selective 

TransgeneExpression from an HSV Vector Lacking Functional IE Genes. MOLECULAR THERAPY-METHODS & CLINICAL 
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55) 勝又 聖夫,  平田 紀美子,  武藤 三千代,  川田 智之 : 日本体育協会加盟団体等へのタバコ対策を中心としたアンケート調査(2). 日本公衆
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衛生学会総会抄録集 2017; 76 回:445. 

56) 大塚 俊昭,  加藤 活人,  川田 智之 : 職域集団における健診時血圧値とその後の医療費との関連性. 日本公衆衛生学会総会抄録集 2017; 

76 回:441. 

57) 加藤 活人,  大塚 俊昭,  川田 智之 : 血中 CRP と前糖尿病についての検討. 日本公衆衛生学会総会抄録集 2017; 76 回:431. 

58) 平田 幸代,  佐藤 美奈代,  稲垣 弘文,  川田 智之 : 血清コリンエステラーゼの ELISA に対するコリンエステラーゼ阻害剤の影響. 日本薬

学会年会要旨集 2018; 138 年会（3）:230. 

59) 加藤活人,  大塚俊昭,  清野精彦,  米本直裕,  野々木宏,  長尾建 : 食塩摂取と院外心停止との関連. 日本循環器学会学術集会 2018; 82

回:PJ065-6. 

 
学会発表 

1) 大塚 俊昭,  西城 由之,  加藤 活人,  西山 康裕,  木村 和美,  川田 智之 : (脈波シンポジウム)「脈波解析の臨床応用の可能性と課題」 健

診受診者における頭部 MRI での早期大脳白質病変と高血圧および CAVI との関連性. 日本臨床生理学会雑誌, 2017. 10. 

2) 加藤 活人,  大塚 俊昭,  清野 精彦,  米本 直裕,  野々木 宏,  長尾 建 : 塩分摂取量と院外心停止との関連性( Association between Salt 

Intake and Out of Hospital Cardiac Arres). 日本循環器学会学術集会抄録集, 2018. 3. 

3) 西城 由之,  大塚 俊昭,  加藤 活人 : CAVI(Cardio-Ankle Vascular Index)と高血圧が大脳白質病変へ与える影響についての検討. 日本高血

圧学会総会プログラム・抄録集, 2017. 10. 

4) Li Y,  Kobayashi M,  Shimizu T,  Hirata Y,  Inagaki H,  Azuma A,  Takizawa H,  Kawada T : Effects of diesel exhaust particle in human 

bronchial epithelial cell migration and the intracellular signaling pathway. 22nd Congress of Asian Pacific Society of Respirology (APSR), 2017. 

11. 

5) 小谷英太郎,  大塚俊昭,  緒方憲一,  草間芳樹 : SGLT2 阻害薬による体重減少作用と 2 型糖尿病に合併する高血圧の関係. 日本高血圧学会

総会プログラム・抄録集, 2017. 10. 

6) Kitamura A,  Jinnouchi H,  Kakihana H,  Imano H,  Kiyama M,  Iso H : The Association Between Chronic Low Back and/or Knee Pain 

and Overweight in Japanese Elderly. The 21st International Association of Gerontology and Geriatrics World Congress, 2017. 7. 

7) 可知 悠子 : はじめての臨床研究 立案～データを読み解くまで 観察研究の勧め 各研究デザインとバイアスへの対応策. 日本臨床麻酔学会

誌, 2017. 10. 

8) 李英姫,  清水孝子,  小林麻衣子,  加藤活人,  武田健,  山本雅之,  川田智之 : ディーゼル排気ガス曝露による気道炎症病態における Nrf2

の役割. 第 88 回日本衛生学会学術総会, 2018. 3. 

9) 可知 悠子 : 健康の社会的決定要因を学ぶ公衆衛生学教育. 医学教育, 2017. 8. 

10) 西城 由之,  大塚 俊昭,  加藤 活人,  川田 智之 : 労働年齢集団においてメタボリックシンドロームが医療費および入院に与える影響の検

討. 日本循環器病予防学会誌, 2017. 5. 

11) 和田 眞慧,  可知 悠子 : 在宅ワークと高い飲酒頻度との関連 若年男女を対象とした全国調査より. 日本医科大学医学会雑誌, 2017. 10. 

12) 藤田 和樹,  陣内 裕成,  柿花 宏信,  島本 英樹 : 地域高齢者における認知リスクとロコモティブシンドローム該当者数の関連. 日本公衆

衛生学会総会抄録集, 2017. 10. 

13) 淺葉 淳,  渡邉 陸,  可知 悠子 : 学歴が喫煙率に及ぼす影響 全国の成人男女における検討. 日本医科大学医学会雑誌, 2017. 10. 

14) 窪田杏奈,  可知悠子 : 小学校 5 年生の放課後の孤立と抑うつとの関連. 日本行動医学会学術総会プログラム・抄録集, 2017. 12. 

15) 可知 悠子,  橋本 英樹,  江口 尚 : 持続的な雇用不安と心理的ストレス反応との関連に扶養家族の有無が及ぼす影響. 日本公衆衛生学会総

会抄録集, 2017. 10. 

16) 可知悠子 : 現実的な選択としての非正規雇用. 日本行動医学会学術総会プログラム・抄録集, 2017. 12. 

17) 池上晴彦,  大塚俊昭 ,  小谷英太郎,  酒部宏一,  高見光央,  幡野浩一,  弘中学,  深井健一,  吉本一哉 : 睡眠の質の低下は発作性心房細

動と関連する~玉川医師会主導心房細動横断研究(TAMAGAWA‐AF)第 1 報~. 日本心臓病学会学術集会(Web), 2017. 

18) 大塚 俊昭,  加藤 活人,  川田 智之 : 職域集団における健診時血圧値とその後の医療費との関連性. 日本公衆衛生学会総会抄録集, 2017. 

10. 

19) 加藤 活人,  大塚 俊昭,  川田 智之 : 血中 CRP と前糖尿病についての検討. 日本公衆衛生学会総会抄録集, 2017. 10. 
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20) 可知悠子,  藤原武男,  山岡祐衣,  加藤承彦 : 親の社会経済的地位が児の生後 18 ヵ月までの体重増加不良に与える影響. 日本疫学会学術

総会講演集(Web), 2018. 2. 
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12 法医学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) 林田眞喜子,  滝埜昌彦,  安部寛子,  植草協子,  大野曜吉 : トリカブト植物体の QTOF 分析. 日本法医学雑誌 2017; 71（1）:66. 

2) 奈女良昭,  植草協子,  林田眞喜子,  斉藤剛,  村田和大,  大野曜吉,  長尾正崇 : バルプロ酸の簡易 GC/MS 分析法の開発と施設間誤差の

検討. 日本法医学雑誌 2017; 71（1）:96. 

 
学会発表 

1) Tanioka T,  Shinozaki S,  Matsuda R,  Naruo M,  Okuda T,  Haseba T,  Hara S : Role of S-nitrosoglutathione reductase (GSNOR) on 

inflammation. 13th World Congress on Inflammation., 2017. 7. 

2) Okuda T,  Maruyama M,  Akimoto T,  Ohno Y,  Haseba T : The role of Class III Alcohol Dehydrogenase (ADH3) in alcohol-related 

disorder on liver and bone. 16th Congress of European Society for Biomedical Research on Alcoholism (ESBRA), 2017. 10. 

3) 金涌佳雅,  谷藤隆信,  石橋祐輔,  福永龍繁,  大野曜吉 : 入浴死ならび非入浴中の循環器疾患死亡の発生率比の検討. 第 86 回日本法医学

会学術関東地方集会. （東京）, 2017. 

4) 金涌佳雅 : 在宅医療と孤独死. 神奈川県 在宅看取り研修会. （横浜）, 2017. 

5) 金涌佳雅,  谷藤隆信,  大野曜吉 : 年齢構成と人口規模の違いを調整した東京都 23 区の孤独死標準化死亡比. 第 101 次日本法医学会学術全

国集会. （岐阜）, 2017. 

6) 山口晃志 : 日本における違法薬物乱用現状と検査. 中日法医病理、毒理及毒物分析学術会議. （広州）, 2017. 8. 

7) 金涌佳雅 : 東京都区部の異状死と 監察医務院. 中日法医病理、毒理及毒物分析学術会議. （広州/Guangzhou）, 2017. 
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13 医療管理学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) 松山 琴音 : ICH-E6 の renovation を見据えた臨床研究の質の確保 Quality by Design(QbD)による研究計画の作りこみ. 臨床薬理 2017; 48: 

Suppl. S121. 

2) 小宮山 靖, 松山 琴音：ネットワーキングで拡がる製薬医学の世界 臨床試験における Quality by Design と Risk Based Approach リスクベ

ースドアプローチによるモニタリングとデータの質確保. 臨床医薬 2017; 33(11): 873-878. 

3) 松山 琴音 : 臨床試験の実施に向けた品質の確保のために アカデミア PM の視点から(第 3 回) 臨床試験計画における Quality by Design. 

Clinical Research Professionals 2017; 63 :28-33. 

4)  
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〔３〕先端医学研究所 
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1 分子細胞構造学分野 

 
研究業績 
 
論文等 

1) Koichi Miura,  Takashi Nojiri,  Yoshiharu Akitake,  Koji Ando,  Shigetomo Fukuhara,  Masahiro Zenitani,  Toru Kimura,  Jun Hino,  

Mikiya Miyazato,  Hiroshi Hosoda,  Kenji Kangawa : CCM2 and PAK4 act downstream of atrial natriuretic peptide signaling to promote cell 

spreading. BIOCHEMICAL JOURNAL 2017; 474（11）:1897-1918. doi: 10.1042/BCJ20160841. 

2) Seung-Sik Rho,  Koji Ando,  Shigetomo Fukuhara : Dynamic Regulation of Vascular Permeability by Vascular Endothelial Cadherin-Mediated 

Endothelial Cell-Cell Junctions. JOURNAL OF NIPPON MEDICAL SCHOOL 2017; 84（4）:148-159. doi: 10.1272/jnms.84.148. 

3) Kazuhiro Takara,  Daisuke Eino,  Koji Ando,  Daisuke Yasuda,  Hisamichi Naito,  Yohei Tsukada,  Tomohiro Iba,  Taku Wakabayashi,  

Fumitaka Muramatsu,  Hiroyasu Kidoya,  Shigetomo Fukuhara,  Naoki Mochizuki,  Satoshi Ishii,  Haruhiko Kishima,  Nobuyuki 

Takakura : Lysophosphatidic Acid Receptor 4 Activation Augments Drug Delivery in Tumors by Tightening Endothelial Cell-Cell Contact. 

CELL REPORTS 2017; 20（9）:2072-2086. doi: 10.1016/j.celrep.2017.07.080. 

4) Koichi Nishiyama,  Yuichiro Arima,  Shigetomo Fukuhara,  Yoshimi Yamaguchi,  Michie Uchikawa,  Yuji Nashimoto,  Akiko Nakamasu,  

Ryuji Yokokawa,  Takashi Miura : Reconstitutive analyses of impacts of pericytes and blood flow on angiogenic morphogenesis using a 

microfluidic device. MECHANISMS OF DEVELOPMENT 2017; 145:S69. doi: 10.1016/j.mod.2017.04.158. 

5) 弓削進弥,  有馬勇一郎,  花田三四郎,  若山勇紀,  横川隆司,  三浦岳,  望月直樹,  西山功一,  福原茂朋 : ゼブラフィッシュの蛍光ライ

ブイメージングを用いた内腔圧による血管新生制御機構の解明. 日本心血管内分泌代謝学会学術総会プログラム及び抄録集 2017; 21st:93. 

6) 弓削進弥,  有馬勇一郎,  國田樹,  若山勇紀,  横川隆司,  三浦岳,  望月直樹,  西山功一,  福原茂朋 : 内腔圧が血管新生を調節する-ゼブ

ラフィッシュ成魚皮膚のライブイメージングによる発見. 日本細胞生物学会大会 2017; 69th 

7) 弓削進弥,  有馬勇一郎,  花田三四郎,  若山勇紀,  望月直樹,  西山功一,  福原茂朋 : 創傷治癒における血管新生のライブイメージングに

より明らかになった新たな血管新生の制御機構. 日本心血管内分泌代謝学会学術総会プログラム及び抄録集 2017; 21st:68. 

8) 弓削進弥,  藤原正和,  福原茂朋 : 新しい医療を拓くメカノバイオロジー 5.血管新生のメカノバイオロジー. 医薬ジャーナル 2017; 53

（6）:1451‐1454-82. doi: 10.20837/1201706079. 

9) 福原 茂朋 : 血管の安定化・成熟化を制御する分子メカニズムの解明 2017; 33:153-161. 

10) 福原 茂朋 : 血管透過性のダイナミックかつ巧妙な制御を可能にするシグナル伝達系. 生化学 2017; 89:368-376. 

 
学会発表 

1) 弓削 進弥,  有馬 勇一郎,  花田 三四郎,  若山 勇紀,  横川 隆司,  三浦 岳,  望月 直樹,  西山 功一,  福原 茂朋 : ゼブラフィッシュの

蛍光ライブイメージングを用いた内腔圧による血管新生制御機構の解明. 第 25 回日本血管生物医学会学術集会（心血管代謝週間〔CVMW〕

2017）. （大阪（大阪国際交流センター））, 2017. 12. 

2) 弓削 進弥,  有馬 勇一郎,  花田 三四郎,  若山 勇紀,  横川 隆司,  三浦 岳,  望月 直樹,  西山 功一,  福原 茂朋 : ゼブラフィッシュ成

魚の蛍光生体イメージングによる創傷皮膚での血管新生機構の解明. 第 88 回日本動物学会大会. （富山（富山県民会館））, 2017. 9. 

3) 弓削 進弥 : ゼブラフィッシュ蛍光ライブイメージングを用いた新しい血管新生制御機構の解明. 平成 29 年度日本医科大学先端医学研究所

公開セミナー. （川崎（日本医科大学先端医学研究所））, 2017. 9. 

4) 弓削進弥,  有馬勇一郎,  國田樹,  若山勇紀,  横川隆司,  三浦岳,  望月直樹,  西山功一,  福原茂朋 : 内腔圧が血管新生を調節する―ゼ

ブラフィッシュ成魚皮膚のライブイメージングによる発見. 第 69 回日本細胞生物学会大会. （仙台（仙台国際センター)）, 2017. 6. 

5) 弓削 進弥,  有馬 勇一郎,  花田 三四郎,  若山 勇紀,  横川 隆司,  三浦 岳,  望月 直樹,  西山 功一,  福原 茂朋 : 内腔圧による血管新

生の新たな制御機構の解明. Molecular Cardiovascular Metabolic Conference 2017. （神戸（神戸ベイシェラトン&タワーズ））, 2017. 9. 

6) 藤原 正和 : 血管新生における内皮細胞の集団細胞移動を制御する仕組みの解明. 第６９回日本細胞生物学会, 2017. 6. 



－ 47 － 

2 細胞生物学分野 

 
研究業績 
 
論文等 

1) Yuya Nakashima,  Shigeo Ohta,  Alexander M. Wolf : Blue light-induced oxidative stress in live skin. FREE RADICAL BIOLOGY AND 

MEDICINE 2017; 108:300-310. doi: 10.1016/j.freeradbiomed.2017.03.010. 

2) Taku Amo,  Naomi Kamimura,  Hiromasa Asano,  Sadamitsu Asoh,  Shigeo Ohta : Cisplatin selects short forms of the mitochondrial DNA 

OriB variant (16184-16193 poly-cytosine tract), which confer resistance to cisplatin. SCIENTIFIC REPORTS 2017; 7:46240. doi: 

10.1038/srep46240. 

3) Nishimaki K,  Asada T,  Ohsawa I,  Nakajima E,  Ikejima C,  Yokota T,  Kamimura N,  Ohta S : Effects of Molecular Hydrogen Assessed 

by an Animal Model and a Randomized Clinical Study on Mild Cognitive Impairment. Current Alzheimer research 2018; 15（5）:482-492. doi: 

10.2174/1567205014666171106145017. 

4) Mai Watanabe,  Naomi Kamimura,  Katsuya Iuchi,  Kiyomi Nishimaki,  Takashi Yokota,  Rei Ogawa,  Shigeo Ohta : Protective Effect of 

Hydrogen Gas Inhalation on Muscular Damage Using a Mouse Hindlimb Ischemia-Reperfusion Injury Model. Plastic and reconstructive surgery 

2017; 140（6）:1195-1206. doi: 10.1097/PRS.0000000000003878. 

5) 上村尚美,  WOLF Alexander,  西槙貴代美,  横田隆,  一宮治美,  井内勝哉,  太田成男 : in vivo 酸化ストレスモニターマウスを用いた糖

尿病モデルマウスの酸化ストレス測定と分子状水素の効果. 日本抗加齢医学会総会プログラム・抄録集 2017; 17th 

6) 上村 尚美,  太田 成男 : 水素水による脳機能維持効果と健康増進への展望. 体力科学 2017; 66（1）:63. doi: 10.7600/jspfsm.66.63_2. 

7) 横田 隆,  Alexander Wolf,  上村 尚美,  小原澤 英彰,  五十嵐 勉,  高橋 浩,  太田 成男 : 青色光照射後の酸化ストレスによるマウス網

膜組織への影響. 生命科学系学会合同年次大会 2017; 2017 年度:[2P-1035]. 
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3 遺伝子制御学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) 阿部芳憲,  武内進,  枝川聖子,  三次亮太朗,  田中信之 : CRISPR/Cas9 システムによる GLI1 ノックアウト肺腺癌細胞の解析. 日本生化学

会大会 2017; 90th:ROMBUNNO.1P‐1048 (WEB ONLY). 

2) 上原郁野,  田中信之 : I 型インターフェロンの癌幹細胞及び発がんに対する効果. 日本生化学会大会 2017; 90th 

3) Yoshinori Abe,  Nobuyuki Tanaka : Roles of the Hedgehog signaling pathway in epidermal and hair follicle development, homeostasis, and 

cancer. Journal of Developmental Biology 2017; 5（4） doi: 10.3390/jdb5040012. 

4) 土佐眞美子,  阿部芳憲,  赤石諭史,  田中信之 : ケロイド病変部位における遺伝子発現プロファイルの検討. 日本形成外科学会基礎学術集

会プログラム・抄録集 2017; 26th 

5) 中嶋 亘,  浅野 由ミ,  武井 寛幸,  田中 信之 : 乳癌細胞株の微小管阻害薬パクリタキセルに対する分子機構の解析. 生命科学系学会合同

年次大会 2017; 2017 年度:[2P-0514]. 

6) 中嶋 亘 : 再発乳がん治療薬エリブリンの治療効果を決定づける因子の探索と治療予測効果の検討. 日本医科大学医学会雑誌 2017; 13

（4）:234. 

7) 中道 真仁,  中嶋 亘,  松本 優,  田中 信之 : 非小細胞肺癌細胞株におけるシスプラチンによるアポトーシスの考察. 生命科学系学会合同

年次大会 2017; 2017 年度:[2P-0381]. 

 
学会発表 

1) 阿部芳憲,  武内進,  枝川聖子,  三次亮太朗,  田中信之 : CRISPR/Cas9 システムによる GLI1 ノックアウト肺腺癌細胞の解析. 日本生化学

会大会(Web), 2017. 

2) 上原郁野,  田中信之 : I 型インターフェロンの癌幹細胞及び発がんに対する効果. 日本生化学会大会(Web), 2017. 

3) 谷村 篤子,  中里茜,  田中信之 : MyD88 シグナルは NFκB-HIF1α を介して癌化を誘導する. 第 40 回 日本分子生物学会年会, 2017. 12. 

4) 清水幹容,  田中信之 : ケモカイン IL‐8 による糖代謝の制御機構とがん幹細胞への影響. 日本生化学会大会(Web), 2017. 

5) 土佐眞美子,  阿部芳憲,  赤石諭史,  田中信之 : ケロイド病変部位における遺伝子発現プロファイルの検討. 日本形成外科学会基礎学術集

会プログラム・抄録集, 2017. 9. 

6) 中嶋亘,  浅野由ミ,  武井寛幸,  田中信之 : 乳癌細胞株の微小管阻害薬パクリタキセルに対する分子機構の解析. 日本生化学会大会(Web), 

2017. 

7) 中嶋 亘 : 平成 28 年度 丸山記念研究助成金受賞記念講演（1）. 日医大医会誌, 2017. 

8) 中道真仁,  中嶋亘,  松本優,  田中信之 : 非小細胞肺癌細胞株におけるシスプラチンによるアポトーシスの考察. 日本生化学会大会(Web), 

2017. 
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4 生体機能制御学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Yuka Toyoshima,  Reiko Tokita,  Yusuke Taguchi,  Fumiaki Yoshizawa,  Shin-Ichiro Takahashi,  Hisanori Kato,  Shiro Minami : AN 

INCREASE IN 4E-BP1 LEVEL MEDIATES TO ENHANCE TRIGLYCERIDE ACCUMULATION IN RAT LIVER UNDER PROTEIN 

MALNUTRITION. ANNALS OF NUTRITION AND METABOLISM 2017; 71:440. 

2) Mami Horiuchi,  Tomoya Takeda,  Hiroyuki Takanashi,  Yori Ozaki-Masuzawa,  Yusuke Taguchi,  Yuka Toyoshima,  Lila Otani,  

Hisanori Kato,  Meri Sone-Yonezawa,  Fumihiko Hakuno,  Shin-Ichiro Takahashi,  Asako Takenaka : Branched-chain amino acid 

supplementation restores reduced insulinotropic activity of a low-protein diet through the vagus nerve in rats. NUTRITION & METABOLISM 

2017; 14:59. doi: 10.1186/s12986-017-0215-1. 

3) Hiroki Nishi,  Daisuke Yamanaka,  Hiroyasu Kamei,  Yuki Goda,  Mikako Kumano,  Yuka Toyoshima,  Asako Takenaka,  Kazuhiro 

Chida,  Fumihiko Hakuno,  Shin-Ichiro Takahashi : HEPATIC STEATOSIS INDUCED BY AMINO ACID DEFICIENCY OR BY 

MANIPULATION OF THE DIETARY AMINO ACID COMPOSITION. ANNALS OF NUTRITION AND METABOLISM 2017; 71:446. 

4) Yusuke Taguchi,  Yuka Toyoshima,  Reiko Tokita,  Hisanori Kato,  Shin-Ichiro Takahashi,  Shiro Minami : Triglyceride synthesis in 

hepatocytes isolated from rats fed a low-protein diet is enhanced independently of upregulation of insulin signaling. BIOCHEMICAL AND 

BIOPHYSICAL RESEARCH COMMUNICATIONS 2017; 490（3）:800-805. doi: 10.1016/j.bbrc.2017.06.120. 

5) 熊野 未佳子,  西 宏起,  山中 大介,  合田 祐貴,  豊島 由香,  竹中 麻子,  伯野 史彦,  高橋 伸一郎 : アミノ酸欠乏に応答した肝臓の糖

新生酵素遺伝子の発現抑制機構の解明. 生命科学系学会合同年次大会 2017; 2017 年度:[1P-0103]. 

6) 西 宏起,  山中 大介,  合田 祐貴,  熊野 未佳子,  豊島 由香,  竹中 麻子,  伯野 史彦,  高橋 伸一郎 : アミノ酸欠乏に応答して肝細胞に

脂質蓄積を引き起こす新機構の解明. 生命科学系学会合同年次大会 2017; 2017 年度:[2P-0059]. 

7) 高橋 伸一郎,  伯野 史彦,  竹中 麻子,  豊島 由香,  増田 正人,  加藤 久典,  潮 秀樹 : シン・メタボリズム～代謝が関わる多彩な生命現

象～ 古くて新しいアミノ酸シグナルによるインスリン様活性の調節機構. 生命科学系学会合同年次大会 2017; 2017 年度:[2PW05-7]. 

8) 豊島 由香,  時田 玲子,  田口 雄亮,  高橋 伸一郎,  加藤 久典,  南 史朗 : タンパク質・アミノ酸と生活習慣病 タンパク質・アミノ酸の

多様な生体機能調節機構 低タンパク質栄養による肝臓脂質蓄積機構 新規メカニズムの探索. 日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 2017; 71

回:175. 

9) 豊島 由香 : 低タンパク質栄養によるインスリン活性増強機構とその生理的意義. アミノ酸研究 2017; 10（1）:49-55. 

10) 熊野 未佳子,  西 宏起,  山中 大介,  合田 祐貴,  豊島 由香,  竹中 麻子,  伯野 史彦,  高橋 伸一郎 : 肝細胞におけるアミノ酸欠乏に応

答した糖新生酵素遺伝子の新しい発現抑制機構. アミノ酸研究 2018; 11（2）:102. 

 
学会発表 

1) An increase in 4E-BP1 level mediates to enhance triglyceride accumulation in rat liver under protein malnutrition. IUNS 21st ICN International 

Congress of Nutrition, 2017. 10. 

2) Social isolation facilitates maternal care in sexually,  naïve female,  ddN mice : Social isolation facilitates maternal care in sexually naïve female 

ddN mice., 2017. 

3) 低タンパク質栄養による肝臓脂質蓄積機構 －新規メカニズムの探索－. 第 71 回日本栄養・食糧学会大会, 2017. 5. 
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1 総合医療・健康科学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) Toshihiko Hoashi,  Kazue Fujita,  Yoko Funasaka,  Akihiko Gemma,  Hidehisa Saeki : A case of cutaneous metastatic lung cancer difficult 

to distinguish from malignant nodular hidradenoma. Australasian Journal of Dermatology 2018; 59（1）:e80-e81. doi: 10.1111/ajd.12643. 

2) Hiroki Hayashi,  Takahito Nei,  Shinji Abe,  Yoshinobu Saito,  Nariaki Kokuho,  Kenichiro Atsumi,  Kazue Fujita,  Takefumi Saito,  

Takahiro Tanaka,  Akihiko Gemma,  Arata Azuma : BODY MASS INDEX AND ARTERIAL BLOOD OXYGENATION AS PROGNOSTIC 

FACTORS IN PATIENTS WITH IDIOPATHIC PLEUROPARENCHYMAL FIBROELASTOSIS. SARCOIDOSIS VASCULITIS AND 

DIFFUSE LUNG DISEASES 2017; 34（1）:35-40. 

3) 高橋 聡,  渥美 健一郎,  樋口 明日香,  矢嶋 知佳,  中山 幸治,  蓮見 健太,  青山 純一,  久世 眞之,  小林 研一,  蛸井 浩行,  高橋 明

子,  柏田 建,  揖斐 孝之,  武内 進,  井上 達哉,  林 宏紀,  藤田 和恵,  齋藤 好信,  清家 正博,  臼田 実男,  久保田 馨,  弦間 昭

彦 : EBUS-TBNA 後に生じた縦隔炎の 2 症例. 気管支学 2017; 39（Suppl.）:S385. 

4) Kenichiro Atsumi,  Yoshinobu Saito,  Naoyuki Kuse,  Kenichi Kobayashi,  Toru Tanaka,  Takeru Kashiwada,  Minoru Inomata,  Nariaki 

Kokuho,  Hiroki Hayashi,  Koichiro Kamio,  Kazue Fujita,  Shinji Abe,  Arata Azuma,  Kaoru Kubota,  Akihiko Gemma : Prognostic 

Factors in the Acute Exacerbation of Idiopathic Pulmonary Fibrosis: A Retrospective Single-center Study. Internal medicine (Tokyo, Japan) 

2018; 57（5）:655-661. doi: 10.2169/internalmedicine.9331-17. 

5) Mariko Ishibashi,  Hideto Tamura,  Toshio Asayama,  Yasuko Kuribayashi-Hamada,  Asaka Onodera,  Keiichi Moriya,  Makoto Sasaki,  

Hiroshi Handa,  Yoichi Imai,  Norina Tanaka,  Junji Tanaka,  Sakae Tanosaki,  Shigeki Ito,  Norio Komatsu,  Koiti Inokuchi : The New 

Immunoreceptor SLAMF3 Promotes Aggressive Biological and Clinical Characteristics in Multiple Myeloma. BLOOD 2017; 130 

6) Koichiro Kamio,  Arata Azuma,  Jiro Usuki,  Kuniko Matsuda,  Minoru Inomata,  Nobuhiko Nishijima,  Shioto Itakura,  Hiroki Hayashi,  

Takeru Kashiwada,  Nariaki Kokuho,  Kenichiro Atsumi,  Tomoyoshi Yamaguchi,  Kazue Fujita,  Yoshinobu Saito,  Shinji Abe,  Kaoru 

Kubota,  Akihiko Gemma : XPLN is modulated by HDAC inhibitors and negatively regulates SPARC expression by targeting mTORC2 in 

human lung fibroblasts. PULMONARY PHARMACOLOGY & THERAPEUTICS 2017; 44:61-69. doi: 10.1016/j.pupt.2017.03.003. 

7) 蛸井 浩行,  国保 成暁,  久世 眞之,  柏田 建,  林 宏紀,  神尾 孝一郎,  齋藤 好信,  藤田 和恵,  阿部 信二,  功刀 しのぶ,  寺崎 泰弘,  

久保田 馨,  吾妻 安良太,  弦間 昭彦 : possible UIP パターンに対する TBLB の有用性. 気管支学 2017; 39（Suppl.）:S275. 

8) 安武 正弘 : 【ER、ICU のための循環器疾患の見方、考え方-エキスパートの診断テクニック-】 胸痛・背部痛 総論 疼痛の鑑別. 救急・集

中治療 2018; 30（2）:171-175. doi: 10.15052/00003326. 

9) 須崎 真,  安武 正弘,  横田 裕行 : 【すぐそこにある心血管エマージェンシー】 心血管エマージェンシーに対する ER の役割と展望. 内科 

2017; 120（6）:1207-1212. doi: 10.15106/j_naika120_1207. 

10) 菊池 友太,  安武 正弘,  兵働 英也,  古木 裕康,  内田 英二 : 【腹部救急疾患に対する診断と初期治療-総合診療医の役割-】 急性腹症に

おける大学病院総合診療部門の役割. 日本腹部救急医学会雑誌 2017; 37（6）:853-857. doi: 10.11231/jaem.37.853. 

11) 小原 俊彦,  若栗 太朗,  出川 龍哉,  三枝 太郎,  須崎 真,  桐木 園子,  小野寺 麻加,  小野寺 直子,  兵働 英也,  松村 典昭,  川井 真,  

安武 正弘 : たこつぼ心筋症経過観察中に脳梗塞を合併した 1 例. 日本病院総合診療医学会雑誌 2017; 13（1）:106. 

12) 松井 亮介,  若栗 大朗,  出川 龍哉,  三枝 太郎,  高橋 健太,  鈴木 健太郎,  小原 俊彦,  清水 渉,  川井 真,  安武 正弘 : てんかん発

作を契機として発症したたこつぼ型心筋症の 1 例. 日本内科学会関東地方会 2017; 635 回:39. 

13) 猪俣 稔,  神尾 孝一郎,  吾妻 安良太,  松田 久仁子,  柏田 建,  國保 成暁,  渥美 健一郎,  林 宏紀,  藤田 和恵,  齋藤 好信,  阿部 信

二,  弦間 昭彦 : エクソソーム由来 microRNA の肺線維化マーカー抑制効果に関する検討. 日本呼吸器学会誌 2018; 7（増刊）:166. 

14) 西本 崇良,  三井 啓吾,  片岡 宏章,  梅田 隆満,  高木 信介,  大森 順,  秋元 直彦,  佐藤 航,  鈴木 将大,  馬來 康太郎,  江原 彰仁,  

米澤 真興,  田中 周,  辰口 篤志,  藤森 俊二,  岩切 勝彦 : クローン病の薬物療法・手術療法のすべて クローン病のバルーン内視鏡によ

る病勢評価と内視鏡的バルーン拡張術の外科手術率に対する影響. 日本消化管学会雑誌 2018; 2（Suppl.）:192. 

15) 西本 崇良,  藤森 俊二,  野田 啓人,  大久保 知美,  大森 順,  新井 泰央,  秋元 直彦,  糸川 典夫,  厚川 正則,  米澤 真興,  岩切 勝
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彦 : ボノプラザンを用いた H.Pylori 除菌治療の検討. 日本消化器病学会雑誌 2017; 114（臨増大会）:A718. 

16) 須崎 真,  小原 俊彦,  若栗 大朗,  桐木 園子,  小野寺 直子,  兵働 英也,  柴田 泰史,  宮内 雅人,  川井 真,  安武 正弘,  横田 裕行 : 

二次救急医療における臨床検査の現状と課題 救急医が必要とする検査情報とその要件 時間・精度・安全. 日本臨床救急医学会雑誌 2017; 

20（2）:250. 

17) 若栗 大朗,  出川 龍哉,  三枝 太郎,  須崎 真,  桐木 園子,  小野寺 麻加,  小野寺 直子,  松村 典昭,  兵働 英也,  小原 俊彦,  安武 正

弘,  川井 真 : 全身性炎症反応症候群(SIRS)患者における血清ヘプシジン-25 値の臨床的意義. 日本病院総合診療医学会雑誌 2017; 13

（1）:98. 

18) 須崎 真,  小原 俊彦,  若栗 大朗,  桐木 園子,  小野寺 直子,  兵働 英也,  宮内 雅人,  川井 真,  横田 裕行,  安武 正弘 : 救急医療現

場における他科連携 当院総合診療センターでの外科系他科との連携. 日本外科系連合学会誌 2017; 42（3）:481. 

19) 須崎 真,  藤田 和恵,  渥美 健一郎,  林 宏紀,  小野寺 直子,  兵働 英也,  小原 俊彦,  宮内 雅人,  齋藤 好信,  弦間 昭彦,  安武 正

弘 : 日本医科大学付属病院総合診療センターにおける感染症診療の現状と課題. 感染症学雑誌 2017; 91（3）:459. 

20) 藤田 和恵,  中山 幸治,  高橋 明子,  中道 真仁,  齋藤 好信,  清家 正博,  久保田 馨,  弦間 昭彦 : 気管支鏡検査が診断に有用であった

Nocardia exalbida による肺化膿症の一例. 気管支学 2017; 39（Suppl.）:S332. 

21) 石橋 真理子,  田村 秀人,  高橋 理紗,  坪田 朝子,  朝山 敏夫,  栗林 泰子,  小野寺 麻加,  守屋 慶一,  今井 陽一,  半田 寛,  佐々木 

純,  小松 則夫,  田野崎 栄,  伊藤 薫樹,  猪口 孝一 : 病因・病態・予後 免疫関連分子 SLAMF3 による多発性骨髄腫の増悪化メカニズム. 

International Journal of Myeloma 2017; 7（1）:35. 

22) 小原 俊彦,  若栗 太朗,  出川 龍哉,  三枝 太郎,  須崎 真,  桐木 園子,  小野寺 麻加,  小野寺 直子,  兵働 英也,  松村 典昭,  川井 真,  

安武 正弘 : 発熱に伴い一過性の Brugada 症候群様の心電図変化をきたした 4 症例の検討. 日本病院総合診療医学会雑誌 2017; 13（1）:104. 

23) 淀川 顕司,  清野 精彦,  岩崎 雄樹,  林 明聡,  宮内 靖史,  小原 俊彦,  八島 正明,  清水 渉 : 肺サルコイドーシスにおける心室遅延電

位の検出および臨床的意義. 心電図 2018; 38（Suppl.1）:S-1. 

24) 鏑木 翔太,  蛸井 浩行,  田中 徹,  渥美 健一郎,  林 宏紀,  藤田 和恵,  斎藤 好信,  阿部 信二,  木村 弘,  久保田 馨,  清家 正博,  

弦間 昭彦 : 過粘稠性肺炎桿菌による重症肺炎・肺膿瘍の 2 例. 日本結核病学会関東支部学会・日本呼吸器学会関東地方会合同学会プログラ

ム・抄録集 2018; 173 回・228 回:29. 

25) 柏田 建,  阿部 信二,  蛸井 浩行,  渥美 健一郎,  林 宏紀,  藤田 和恵,  齋藤 好信,  弦間 昭彦,  久保田 馨,  國保 成暁,  寺崎 泰弘,  

吾妻 安良太 : 金属加工業者に発症し、DLST、HLA-DPB1 アレルより診断した慢性ベリリウム肺の一例. 日本サルコイドーシス/肉芽腫性

疾患学会雑誌 2017; 37（1-2）:69. 

26) 柏田 建,  齋藤 好信,  高橋 聡,  小林 研一,  渥美 健一郎,  菅野 哲平,  武内 進,  林 宏紀,  野呂 林太郎,  峯岸 裕司,  藤田 和恵,  

阿部 信二,  清家 正博,  久保田 馨,  弦間 昭彦 : 非小細胞肺癌へ対する nab-Paclitaxel 療法による薬剤性肺障害の検討. 日本呼吸器学会

誌 2018; 7（増刊）:235. 

27) 多田 杏子,  渡邉 健太郎,  石井 康大,  羽田 幸里香,  三枝 太郎,  高瀬 薫,  亀田 亘,  諏佐 真治,  大泉 俊英,  鈴木 達也,  安武 正弘,  

大庭 建三,  加藤 丈夫 : 非糖尿病群の臨床的特徴 HbA1c を用いた検討. 糖尿病 2017; 60（Suppl.1）:S-219. 

28) 石井 康大,  渡邉 健太郎,  羽田 幸里香,  鈴木 佑弥,  三枝 太郎,  鈴木 達也,  安武 正弘,  大庭 建三,  加藤 丈夫 : 高齢者非糖尿病群

の臨床的特徴 HbA1c を用いた検討. 日本老年医学会雑誌 2017; 54（Suppl.）:164. 

 
学会発表 

1) 松井 亮介, 若栗 大朗, 出川 龍哉, 三枝 太郎, 高橋 健太, 鈴木 健太郎, 小原 俊彦, 清水 渉, 川井 真, 安武 正弘：てんかん発作を契機と

して発症したたこつぼ型心筋症の 1 例．. 第 635 回日本内科学会関東地方会, 2017. 9. 

2) 若栗 大朗, 出川 龍哉, 三枝 太郎, 須崎 真, 桐木 園子, 小野寺 直子, 松村 典昭, 兵働 英也, 小原 俊彦, 川井 真, 安武 正弘：全身性炎症
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99) 兼行 慎太郎,  中尾 淳一,  久保村 憲,  小川 令 : 組織酸素飽和度測定により再手術を回避できた DIEP flap の 1 例. 日本マイクロサージ

ャリー学会学術集会プログラム・抄録集 2017; 44 回:178. 

100) 本田 梓,  佐野 仁美,  小川 令 : 総合診療、地域医療、チーム医療における形成外科医の役割の考察. 形成外科 2017; 60（10）:1196-1199. 

101) 横島 一彦,  中溝 宗永,  稲井 俊太,  酒主 敦子,  坂井 梓,  加藤 大星,  大橋 隆治,  梅澤 裕己,  中尾 淳一,  大久保 公裕 : 耳下腺癌

に対する穿刺吸引細胞診の悪性度別正診率と改善に向けての戦略. 頭頸部癌 2017; 43（2）:187. 

102) 本田梓,  松本典子,  青木雅代,  小川令 : 耳垂ケロイド組織における血管,リンパ管形成に関する免疫組織化学的検討. 日本医科大学医学会

雑誌 2017; 13（4）:258-259. 

103) 加来知恵美,  松本典子,  青木雅代,  赤石諭史,  小川令,  安齋眞一 : 耳垂腫瘤の鑑別診断. 日本医科大学医学会雑誌 2017; 13（4）:258. 

104) 土佐 眞美子,  松島 隆,  米山 剛一,  赤石 諭史,  小川 令 : 肥厚性瘢痕の予防と治療 手術後肥厚性瘢痕の予防と早期治療を目的とした

特殊外来の有効性についての検討. 日本創傷治癒学会プログラム・抄録集 2017; 47 回:108. 

105) Xiao Haitao,  小川令 : 胸壁ケロイドの治療:異なる治療様式のレビューと手術アルゴリズムの提案. 日本医科大学医学会雑誌 2017; 13

（3）:159-160. 

106) 野田良博,  森本摩耶,  上田百蔵,  安藤玲奈,  桑原大彰,  中尾淳一,  小野真平,  小川令 : 胸部の穿通枝付加 Transposition flap による頸

部熱傷後瘢痕拘縮再建の経験. 日本形成外科学会総会・学術集会プログラム・抄録集 2017; 60th:399. 

107) 下元 麻梨子,  梅澤 裕己,  小川 令 : 胸骨骨髄炎に対する皮弁再建戦略. 日本マイクロサージャリー学会学術集会プログラム・抄録集 

2017; 44 回:139. 

108) 梅澤 裕己,  中尾 淳一,  中溝 宗永,  横島 一彦,  小川 令 : 舌根・中咽頭側壁・軟口蓋合併切除後の機能再建 当院における中咽頭癌切除

後の再建術. 日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会プログラム・抄録集 2017; 35 回:83. 

109) 青木 宏信,  塚本 剛志,  小原 良規,  梅澤 裕己,  上田 百蔵,  小川 令,  横田 裕行 : 血流障害を伴う上腕不全切断に自家血管移植を行

ない患肢を温存できた 1 例. 日本組織移植学会雑誌 2017; 16（1）:35. 

110) 三羽 英之,  秋元 正宇,  櫻井 透,  石井 暢明,  香西 達一,  渋谷 偉織,  小川 令 : 術中超音波検査を用いた鼻骨骨折整復術における「水

手袋カプラー」の有用性. 日本頭蓋顎顔面外科学会誌 2017; 33（3）:83-86. 

111) 安藤玲奈,  秋元正宇,  石井暢明,  香西達一,  三羽英之,  吉野由希子,  小川令 : 診断・治療に難渋した皮膚石灰沈着症の経験. 日本形成
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外科学会総会・学術集会プログラム・抄録集 2017; 60th 

112) 安藤 玲奈,  秋元 正宇,  石井 暢明,  香西 達一,  三羽 英之,  吉野 由希子,  小川 令 : 診断・治療に難渋した皮膚石灰沈着症の経験. 日

本医科大学医学会雑誌 2017; 13（4）:257. 

113) 篠原 友映,  松本 絵美,  宮川 亞弓,  岩田 尚悟,  坂本 有子,  赤城 岩夫,  佐藤 文隆,  秋元 正宇 : 診療記録監査の取り組み 医師の経

過記録. 診療情報管理 2017; 29（2）:226. 

114) 小川 令,  小野 真平,  梅澤 裕己 : 超薄皮弁(その定義と、種類) 薄い皮弁の種類と実際. 日本マイクロサージャリー学会学術集会プログラ

ム・抄録集 2017; 44 回:70. 

115) 村井保夫,  森田明夫,  石坂栄太郎,  築山敦,  梅沢裕己,  小川令 : 遊離皮弁による second free flap による頭蓋底髄膜腫再建手術の経験. 

日本脳腫瘍の外科学会プログラム・抄録集 2017; 22nd 

116) 下元麻梨子,  佐野仁美,  小川令 : 銀含有創傷被覆材を用いた過湿潤による壊死組織融解効果の経験. 日本医科大学医学会雑誌 2017; 13

（4）:255. 

117) 佐野 仁美,  小川 令 : 陥入爪を契機に発症したケロイドの治療経験. 日本下肢救済・足病学会誌 2017; 9（2）:170. 

118) 中村 加奈恵,  梅澤 裕己,  小川 令,  横島 一彦 : 頭頸部悪性腫瘍手術の際に発見されたまれな総頸動脈の分岐の 1 例. 日本医科大学医学

会雑誌 2017; 13（4）:244. 

119) 野田良博,  桑原大彰,  中尾淳一,  小野真平,  小川令 : 頸部熱傷後瘢痕に対し胸部穿通枝付加 Transposition flap を用いて拘縮解除を得た

2 症例. 日本熱傷学会総会・学術集会プログラム・抄録集 2017; 43rd:141. 

120) 野田 良博,  桑原 大彰,  中尾 淳一,  小野 真平,  小川 令 : 頸部熱傷後瘢瘍に対し胸部穿通枝付加 transposition flap を用いて拘縮解除を

得た 2 症例. 熱傷 2017; 43（4）:220. 

121) 権 知華,  秋元 正宇,  安藤 玲奈,  小川 令 : 顎顔面領域における 3 次元解析の可能性 無料ソフト"3Dslicer"の使用経験. 日本医科大学医

学会雑誌 2017; 13（4）:256. 

122) 安藤 玲奈,  秋元 正宇 : 顔面骨折における Free Dicom Viewer 3D Slicer の使用経験 DIY 三次元処理のススメ. 形成外科 2017; 60

（11）:1306-1312. 

123) 梅澤 裕己,  中尾 淳一,  松谷 毅,  中溝 宗永,  横島 一彦,  小川 令 : 食道癌再建患者の予後と再建方法. 日本マイクロサージャリー学

会学術集会プログラム・抄録集 2017; 44 回:118. 

124) 藪野 雄大,  小野 真平,  張 萌雄,  權 知華,  中村 加奈恵,  小川 令,  薬丸 洋秋 : 高齢者の下腿に発生したエクリン汗孔癌の一例. 日本

形成外科学会会誌 2017; 37（9）:542. 

125) 豊原瑛理,  江浦重義,  本田梓,  杉本貴子,  若林奈緒,  川瀬康裕,  宮城泰雄,  小川令 : 鼠径部人工血管感染に対する大腿直筋弁の有用性. 

日本医科大学医学会雑誌 2017; 13（4）:259. 

 
著書 

1) 小川  令,  工藤  俊哉,  平瀬  雄一 : 局所皮弁. 2017, 克誠堂出版. 

2) 小川  令 : 顔面・頚部・体幹. 2017, 克誠堂出版. 

 
学会発表 

1) 野田良博,  青木雅代,  本田梓,  西川みどり,  野本俊一,  赤石諭史,  小川令 : ケロイドとの鑑別に苦慮した皮膚平滑筋腫の 1 例. 瘢痕・

ケロイド治療研究会（第 12 回）. （京都）, 2017. 11. 

2) 野田良博,  松本典子,  青木雅代,  小川令 : ケロイドに特徴的な硝子化した膠原線維形成における血管関連因子の検討. 日本形成外科学会

基礎学術集会（第 26 回）. （大阪）, 2017. 10. 

3) 本田梓,  青木雅代,  野田良博,  西川みどり,  野本俊一,  赤石諭史,  小川令 : ケロイドに類似した Atypical intradermal smooth muscle 

neoplasm の 1 例. 瘢痕・ケロイド治療研究会（第 12 回）. （京都）, 2017. 11. 

4) 小川令,  赤石諭史,  青木雅代,  土肥輝之,  渡邉真泉,  有馬樹里,  松本典子,  野一色千景 : ケロイド・肥厚性瘢痕の病態解明に向けて. 

日本医科大学医学会総会（第 85 回）. （東京）, 2017. 9. 

5) 松永宜子,  青木雅代,  本田梓,  野本俊一,  小川令 : マウス肥厚性瘢痕モデルにおけるフィンゴリモド（FTY720）の瘢痕抑制効果. 谷根千
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形成懇話会（第 16 回）. （東京）, 2017. 7. 

6) 松永宜子,  青木雅代,  本田梓,  大久保ゆり,  赤石諭史,  小川令 : マウス肥厚性瘢痕モデルにおけるフィンゴリモド（FTY720）の瘢痕抑

制効果（第 1 報）. 日本創傷治癒学会（第 47 回）. （京都）, 2017. 11. 

7) 野田良博,  青木雅代,  本田梓,  西川みどり,  赤石諭史,  小川令 : 微細針を用いた手技により発生した異常瘢痕の 2 例. 瘢痕・ケロイド治

療研究会（第 12 回）. （京都）, 2017. 11. 

8) 加来知恵美,  松本典子,  安齋眞一,  青木雅代,  赤石諭史,  小川令 : 耳垂ケロイドの鑑別疾患に関する検討. 谷根千形成懇話会（第 16 回）. 

（東京）, 2017. 7. 

9) 本田梓,  松本典子,  青木雅代,  小川令 : 耳垂ケロイド組織における血管，リンパ管形成に関する免疫組織化学的検討. 日本形成外科学会

基礎学術集会（第 26 回）. （大阪）, 2017. 10. 

10) 加来知恵美,  松本典子,  青木雅代,  赤石諭史,  安齋眞一,  小川令 : 耳垂腫瘤の鑑別診断. 日本医科大学医学会総会（第 85 回）. （東京）, 

2017. 9. 

11) 梅澤裕己 : 頭頸部再建に残された課題. 第６０回日本形成外科学会学術集会, 2017. 4. 

12) 青木雅代,  松本典子,  小川令 : 高電圧電界治療に対するヒト皮膚由来細胞の転写応答. 日本形成外科学会基礎学術集会（第 26 回）. （大

阪）, 2017. 10. 
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28 リハビリテーション学分野 

研究業績 
 
論文等 

1) 大林 茂 : 【脳卒中】(Part 2)各論 脳卒中患者のリハビリテーション 早期介入のリハビリテーションは有益か有害か?. Intensivist 2017; 9

（4）:1007-1019. 

2) 角南 英子,  土屋 麻代,  伏屋 洋志,  大林 茂,  辻内 和人 : 転倒を契機に頸髄症が進行し重度の四肢麻痺を来たした成人アテトーゼ型脳

性麻痺患者の一例. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 2017; 54（特別号）:2-P1. 

3) 城之下 唯子, 松元 秀次, 野間 知一, 落水 孝紀, 下堂薗 恵慢性期脳卒中片麻痺上肢に対する神経筋電気刺激と促通反復療法の併用による

効果の検討. 日本作業療法学会抄録集 2017；51 回 Page OA-2-4. 

4) 我妻 朋美, 萩原 祐介, 伏屋 洋志, 菅野 麻希, 高橋 美香, 土屋 麻代, 園木 謙太郎, 矢崎 潔, 大林 茂, 松元 秀次 : 手のアーチと内在筋

に着目した中指外転運動 母指 CM 関節症の手術後療法としての効果と作用機序の検証. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 

2017; 54 巻秋季特別号 Page S294. 

5) 松元 秀次 : 脳卒中片麻痺歩行に対する機能的電気刺激装置(ウォークエイド)を用いた歩行訓練. The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine 2017; 54 巻秋季特別号 Page S116. 

6) 松元 秀次 : 脳卒中片麻痺歩行に対する機能的電気刺激装置ウォークエイドを用いた歩行訓練 臨床神経生理学(1345-7101)45 巻 5 号 

Page352. 
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1 共同研究施設 

研究業績 
 
論文等 

1) Noriyuki Nagahara,  Shin Koike,  Takashi Nirasawa,  Hideo Kimura,  Yuki Ogasawara : Alternative pathway of H2S and polysulfides 

production from sulfurated catalytic-cysteine of reaction intermediates of 3-mercaptopyruvate sulfurtransferase. Biochemical and biophysical 

research communications 2018; 496（2）:648-653. doi: 10.1016/j.bbrc.2018.01.056. 

2) Noriyuki Nagahara,  Maria Wrobel : Atomic Sulfur: An Element for Adaptation to an Oxidative Environment. MOLECULES 2017; 22（11） 

doi: 10.3390/molecules22111821. 

3) Noriyuki Nagahara : Multiple role of 3-mercaptopyruvate sulfurtransferase: antioxidative function, H2 S and polysulfide production and possible 

SOx production. British journal of pharmacology 2018; 175（4）:577-589. doi: 10.1111/bph.14100. 

4) 田中水緒,  吉田美沙,  永原則之,  田中祐吉 : 小児固形腫瘍における診断に有用な新規マーカーの開発と臨床応用. こども医療センター医

学誌 2017 

5) 田中水緒,  吉田美沙,  永原則之,  田中祐吉 : 組織学的・細胞遺伝学的検討による先天性嚢胞性肺疾患の病因に基づく分類の試み. こども

医療センター医学誌 2017 

 
学会発表 

1) Nagahara N,  Koike S,  Nirasawa T,  Kimura H,  Ogasawara Y : Hydrogen sulfide and polysilfides production form reaction intermediate of 

3-mercaptopyruvate sulfurtransferase. 第 90 回日本生化学総会, 2017. 12. 

2) Bibli SI,  Davos H C,  Li Z,  Chatzianastasiou A,  Varela A,  Katsouda A,  Nagahara N,  Lefer J D,  Papapetropoulos A : Role of 3-

mercaptopyruvate sulfur transferase (3MST) in cardiac ischemia/reperfusion injury. American Heart Association Scientific Sessions, 2017. 11. 

3) 木村 英雄,  宮本 亮,  小池 伸,  渋谷 典広,  木村 由佳,  小笠原 裕樹,  高野 陽子,  花岡 健二郎,  浦野 泰照,  永原 則之 : シグナル

分子：硫化水素とポリサルファイド. 第 90 回日本生化学総会, 2017. 12. 

4) 渋谷典広,  小池伸,  宮本亮,  湯浅磨里,  田中真紀子,  木村由佳,  高野陽子,  花岡健二郎,  永原則之,  福井清,  浦野泰照,  小笠原裕樹,  

木村英雄 : 生理活性物質硫化水素とポリサルファイドの産生機構. 日本生化学会大会(Web), 2017. 12. 

5) 木村 由佳,  豊福 優希子,  小池 伸,  渋谷 典広,  永原 則之,  David Lefe,  宮本 亮,  小笠原 祐樹,  木村 英雄 : 酵素による生合成と、

硫化水素/一酸化窒素の化学的相互作用. 第 90 回日本生化学総会, 2017. 12. 
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2 形態解析共同研究施設 

研究業績 
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3 実験動物管理室 

研究業績 
 
論文等 

1) Atsushi Sakai,  Fumihito Saitow,  Motoyo Maruyama,  Noriko Miyake,  Koichi Miyake,  Takashi Shimada,  Takashi Okada,  Hidenori 

Suzuki : MicroRNA cluster miR-17-92 regulates multiple functionally related voltage-gated potassium channels in chronic neuropathic pain. 

Nature communications 2017; 8:16079. doi: 10.1038/ncomms16079. 

2) 坂井敦,  丸山基世,  丸山基世,  岩崎宏俊,  岩崎宏俊,  鈴木秀典 : 後根神経節に高発現する長鎖非コード RNA の神経障害性疼痛における

変化. Pain Research 2017; 32（2）:129. 

3) 宮川世志幸,  黒田誠司,  丸山基世,  丸山基世,  喜納裕美,  山本基子,  VERLENGIA Gianluca,  SIMONATO Michele,  COHEN Justus,  

GLORIOSO Joseph,  岡田尚巳 : 難治性神経・筋疾患の遺伝子治療に向けた新規無毒化ヘルペスウイルスベクターの開発. 日本生化学会大

会 2017; 90th 
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4 学生相談室 

研究業績 
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5 医学教育センター 

研究業績 
 
論文等 

1) Tsutomu Nomura,  Takeshi Matsutani,  Nobutoshi Hagiwara,  Itsuo Fujita,  Yoshiharu Nakamura,  Yoshikazu Kanazawa,  Hiroshi 

Makino,  Yasuhiro Mamada,  Terumichi Fujikura,  Masao Miyashita,  Eiji Uchida : Characteristics predicting laparoscopic skill in medical 

students: nine years’ experience in a single center. Surgical Endoscopy and Other Interventional Techniques 2018; 32（1）:96-104. doi: 

10.1007/s00464-017-5643-5. 

2) 阿曽亮子,  山本剛,  井上千鹿子,  藤倉輝道 : シミュレーション・ラボの貸出機器の学内外における活用状況. 医学教育 2017; 48

（Suppl.）:189. 

3) 早坂 明哲,  井上 千鹿子,  伊藤 保彦,  竹下 俊行,  藤倉 輝道 : 日本医科大学における全授業 LMS 利用の現状と課題. 医学教育 2017; 

48（Suppl.）:212. 

4) 阿曽 亮子 : 模擬患者との体験 卒後の医師が振り返った、学びのプロセスとインパクト. 医療職の能力開発 2017; 5（1）:40-46. 
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1 付属病院感染制御室 
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2 付属病院老年内科 
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1) 水野 祥寛,  北川 泰之,  山岡 卓司,  角田 隆,  大橋 隆治,  高井 信朗 : 13 歳男児に発生した大腿部粘液型脂肪肉腫の 1 例. 東日本整形

災害外科学会雑誌 2017; 29（3）:342. 
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journal 2017; 14（6）:1088-1093. doi: 10.1111/iwj.12763. 

12) Ryuji Ohashi,  Maoka Sangen,  Shigeki Namimatsu,  Hiroyuki Takei,  Zenya Naito : IMP3 contributes to poor prognosis of patients with 

metaplastic breast carcinoma: A clinicopathological study. ANNALS OF DIAGNOSTIC PATHOLOGY 2017; 31:30-35. doi: 
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13) Ryuji Ohashi,  Keiko Yanagihara,  Shigeki Namimatsu,  Takashi Sakatani,  Hiroyuki Takei,  Zenya Naito,  Akira Shimizu : Osteoclast-like 

giant cells in invasive breast cancer predominantly possess M2-macrophage phenotype. Pathology Research and Practice 2018; 214（2）:253-
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14) R. Ohashi,  M. Matsubara,  Y. Watarai,  K. Yanagihara,  K. Yamashita,  S. -I. Tsuchiya,  H. Takei,  Z. Naito : Pleomorphic lobular 
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16) Taisei Kato,  Munenaga Nakamizo,  Kazuhiko Yokoshima,  Shunta Inai,  Atsuko Sakanushi,  Ryuji Ohashi,  Kimihiro Okubo : Superficial 

temporal artery aneurysm with abdominal aortic aneurysm: Case report. Otolaryngology - Head and Neck Surgery (Japan) 2017; 89:1111-1115. 

17) Kubo T,  Sugita S,  Wada R,  Kikuchi N,  Iwasaki M,  Ito Y,  Sugawara T,  Fujita H,  Emori M,  Tanaka R,  Hirano H,  Saito T,  

Hasegawa T : Uterine epithelioid leiomyosarcoma with c-kit expression and YWHAE gene rearrangement: a case report of a diagnostic pitfall 

of uterine sarcoma. Diag Pathol 2017; 12:26. 

18) 杉江 知治,  佐藤 永一,  宮下 穣,  三上 芳喜,  山口 倫,  坂谷 貴司,  小塚 祐司,  森谷 鈴子,  鈴木 栄治,  垣見 和宏,  森谷 卓也 : 

「それぞれの癌」難治性癌に対する治療戦略 乳腺 癌微小環境におけるトリプルネガティブ乳癌の免疫応答. 日本癌治療学会学術集会抄録

集 2017; 55 回:WS13-7. 

19) 大橋 隆治 : 【腎生検・病理診断-臨床と病理の架け橋】 (第 3 章)腎病変とその成り立ち 糸球体の観察 メサンギウム融解. 腎と透析 2017; 

82（増刊）:162-167. 
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仁 : 下垂体後葉の前方に腫瘤性病変を認め Xanthomatous hypophysitis が疑われた 1 例. 日本内分泌学会雑誌 2017; 93（Suppl. HPT）:101‐
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23) 杉江 知治,  佐藤 永一,  宮下 穣,  三上 芳喜,  山口 倫,  坂谷 貴司,  小塚 祐司,  森谷 鈴子,  鈴木 栄治,  森谷 卓也 : 免疫腫瘍学に

よる新たな乳癌治療 乳がん免疫治療の方向性 班研究「乳癌における腫瘍浸潤リンパ球の臨床病理学的研究」を踏まえて. 日本乳癌学会総会

プログラム抄録集 2017; 25 回:219. 

24) 森谷 卓也,  三上 芳喜,  山口 倫,  佐藤 永一,  坂谷 貴司,  小塚 祐司,  森谷 鈴子,  杉江 知治 : 免疫腫瘍学による新たな乳癌治療 乳

癌における tumor infiltrating lymphocyte 検索の現状. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 2017; 25 回:219. 

25) 鏑木 翔太,  高野 夏希,  菅野 哲平,  松本 優,  野呂 林太郎,  武内 進,  加藤 友美,  中山 幸治,  高橋 聡,  小林 研一,  峯岸 裕司,  

清家 正博,  久保田 馨,  弦間 昭彦,  山本 晃人,  黒瀬 圭輔,  大橋 隆治,  寺崎 泰弘,  功刀 しのぶ,  臼田 実男 : 卵巣莢膜細胞腫への
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例. 日本乳癌学会学術総会プログラム・抄録集 2017; 25th 
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の細胞病理組織像の検討. 日本臨床細胞学会雑誌 2017; 56（Suppl.2）:856. 
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38) 山岡 卓司,  北川 泰之,  水野 祥寛,  角田 隆,  中尾 淳一,  中山 一隆,  大橋 隆治,  高井 信朗 : 腹直筋に発生した限局型 Castleman 病
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1) 坂谷貴司 : 〔分担執筆〕【乳癌学-最新の診断と治療-】乳癌の症候と検査、診断 乳癌の病理診断 HER2. 日本臨牀 増刊;2017, 日本臨牀社. 

2) 大橋隆治 : 〔分担執筆〕腎生検病理診断. 小児腎臓病学. 2017, 日本小児腎臓病学会. 

3) 大橋隆治 : 〔分担執筆〕血栓性微小血管症の病理. 腎生検病理アトラス. 2017, 東京医学社. 
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4) 坂谷貴司,  葉山綾子,  大橋隆治,  和田龍一,  内藤善哉 : 乳腺腫瘍の WHO 組織診断分類と細胞診 –乳管内増殖性病変•乳頭状病変-. 第 58

回日本臨床細胞学会総会 春期大会, 2017. 5. 

5) 坂谷貴司,  佐々木毅,  田中伸哉,  内藤善哉 : 病理部門が院内の医療安全体制に与える影響に関する検討. 第 12 回医療の質•安全学会学術

集会, 2017. 11. 

6) 大橋隆治 : 膜性腎症の病因・病態～膜性腎症の病理：免疫学的側面を中心に. 第 18 回東京腎炎・ネフローゼ研究会, 2017. 6. 
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5 付属病院外科系集中治療科 

研究業績 
 
論文等 

1) 市場 晋吾,  梅井 菜央 : 45 歳男性,心肺停止で搬入。救急外来で PCPS・人工呼吸器が装着され ICU に入室してきた : VA ECMO における

人工呼吸管理を中心に (特集 こんなときどうする!? 事例でみる人工呼吸管理). 循環器ナーシング : 基礎知識から最新トピックスまで!ハ

ートナースとコメディカルのための循環器看護専門誌 2017; 7（7）:76-83. 

2) 亀井 信孝,  梅井 菜央,  市場 晋吾,  間瀬 大司,  池田 督司,  竹内 純平,  坂本 篤裕 : 65 歳以上の急性呼吸不全の患者の予後予測 後方

視観察研究. 日本集中治療医学会雑誌 2018; 25（Suppl.）:[O69-5]. 

3) Nao Umei,  Shingo Ichiba : A Case of Leptospirosis-Associated Severe Pulmonary Hemorrhagic Syndrome Successfully Treated with 

Venovenous Extracorporeal Membrane Oxygenation. Case reports in critical care 2017; 2017:5369267. doi: 10.1155/2017/5369267. 

4) 市場 晋吾 : ARDS : 陽圧人工呼吸の限界は? (ARDS : その常識は正しいか?) -- (ARDS 患者の人工呼吸療法 : その常識は正しいか?). 救

急・集中治療 2017; 29（1）:83-93. 

5) 市場晋吾,  梅井菜央 : ARDS と ECMO の管理. 日本集中治療医学会学術集会 2017; 44th:ROMBUNNO.SS14‐4 (WEB ONLY). 

6) 市場 晋吾,  梅井 菜央,  池田 督司 : ARDS 診断・治療の最前線:標準治療への挑戦 重症 ARDS に対する Veno-venous Extracorporeal 

Membrane Oxygenation(VV ECMO)の臨床的検討. 日本救急医学会雑誌 2017; 28（9）:423. 

7) Nao Umei,  Shingo Ichiba : DURATION OF VENOVENOUS EXTRACORPOREAL MEMBRANE OXYGENATION IMPACTS SURVIVAL. 

CRITICAL CARE MEDICINE 2018; 46（1）:515. doi: 10.1097/01.ccm.0000529068.06140.cd. 

8) 片野 拓馬,  馬場 智尚,  相子 直人,  真玉 豪士,  磯本 晃佑,  大利 亮太,  田畑 恵里奈,  新谷 亮多,  佐渡山 伸子,  池田 慧,  山川 英

晃,  丹羽 崇,  仲川 宏昭,  織田 恒幸,  奥田 良,  関根 朗雅,  北村 英也,  小松 茂,  萩原 恵里,  合田 真海,  蒲生 正裕,  梅井 菜央,  

市場 晋吾,  小倉 高志 : ECMO 併用全肺洗浄を施行した肺胞蛋白症の 2 例. 気管支学 2017; 39（5）:458-459. 

9) 市場 晋吾,  鈴木 健一,  清水 敬樹,  高田 裕,  居石 崇志,  行光 昌宏 : ECMO 関連デバイスの特徴と注意点. 人工呼吸 2017; 34

（2）:138-148. 

10) 市場 晋吾 : Extracorporeal Membrane Oxygenation その先へ. 医工学治療 2017; 29（Suppl.）:53. 

11) 戸村 泰規,  岩崎 雄樹,  萩原 かな子,  岡 英一郎,  高橋 健太,  林 洋史,  山本 哲平,  淀川 顕司,  清水 渉,  鈴木 健一,  市場 晋吾 : 

SOUNDSTAR による心房中隔穿刺部タグとガイドワイヤーContour によるアブレーションカテーテルの左房アプローチ法における有効性

と安全性の検討. 日本循環器学会学術集会抄録集 2018; 82 回:CP32-5. 

12) 木村嵩之,  梅井菜央,  市場晋吾,  間瀬大司,  坂本篤裕 : Stanford A 型急性大動脈解離術後の挿管期間に影響する因子. 日本集中治療医学

会学術集会 2017; 44th（Suppl.）:ROMBUNNO.DP90‐1 (WEB ONLY)-1. 

13) Nao Umei,  Shingo Ichiba,  Masayuki Chida : Successful use of veno-venous extracorporeal membrane oxygenation as a bridge to lung T 

transplantation in a patient with pulmonary fibrosis. General thoracic and cardiovascular surgery 2017; 65（8）:478-480. doi: 10.1007/s11748-

016-0726-0. 

14) Nao Umei,  Shingo Ichiba : Venovenous Extracorporeal Membrane Oxygenation as a Treatment for Obesity Hypoventilation Syndrome. Case 

reports in critical care 2017; 2017:9437452. doi: 10.1155/2017/9437452. 

15) 梅井 菜央 : 【ER・ICU における手技の基本と実際-ベテランに学ぶトラブル回避法-】カテーテル手技 肺動脈カテーテル. 救急・集中治療 

2017; 29（臨増）:e144-e149. 

16) 市場 晋吾,  梅井 菜央 : 【呼吸 ECMO の現状と将来】呼吸 ECMO の将来への展望. 人工臓器 2017; 46（3）:219-221. 

17) 梅井 菜央 : 【呼吸 ECMO の現状と将来】呼吸 ECMO の導入と管理. 人工臓器 2017; 46（3）:208-211. doi: 10.11392/jsao.46.208. 

18) 市場 晋吾,  梅井 菜央,  鈴木 健一 : 【補助循環の最近の進歩と近未来の展望 2017】短期補助システム CARDIOHELP 欧米並みの呼吸

不全治療成績を目指して. Clinical Engineering 2017; 28（8）:652-659. 

19) 間瀬 大司,  市場 晋吾 : 【集中治療領域の最近のエビデンス】 人工呼吸管理と至適酸素飽和度. ICU と CCU 2018; 42（2）:99-105. 

20) 梅井菜央 : カテーテル手技 肺動脈カテーテル. 救急・集中治療 2017; 29:e144‐e149. 
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21) 青景 聡之,  Broman L. Mikael,  Malfertheiner Maximilian V.,  Naesheim Torvind,  Pappalardo Federico,  市場 晋吾,  中村 光伸,  清水 

敬樹,  清水 直樹,  織田 成人 : 一歩進んだ ECMO 管理を目指して ECMO を使用した施設間患者搬送の現状 世界の ECMO センターを

対象にしたアンケート調査の結果. 日本集中治療医学会雑誌 2018; 25（Suppl.）:[PD12-8]. 

22) 間瀬 大司 : 周術期における急性血液浄化療法. 日本臨床麻酔学会誌 2017; 37（6）:S190. 

23) 市場 晋吾,  梅井 菜央 : 呼吸 ECMO の将来への展望. 人工臓器 2017; 46（3）:219-221. doi: 10.11392/jsao.46.219. 

24) 市場 晋吾,  梅井 菜央 : 呼吸不全を ECMO で救命する. 日本救急医学会雑誌 2017; 28（9）:365. 

25) 戸村 泰規,  八重田 知見,  豊富 達智,  大和田 恵子,  内田 千草,  黄川田 弥生,  鈴木 健一,  市場 晋吾,  高橋 健太,  岩崎 雄樹,  林 

明聡,  清水 渉,  青山 純也,  宮城 泰雄,  新田 隆 : 心室性期外収縮に対する開胸下凍結凝固術における CARTO3 システムを用いた開胸

下心外膜マッピング. 日本臨床工学技士会会誌 2017; （60）:167. 

26) 花井 紗弥子,  坂本 篤裕,  岸川 洋昭,  鈴木 規仁,  源田 雄紀,  保利 陽子,  間瀬 大司,  阿部 聖孝 : 急性帯状疱疹痛に対するプレガバ

リン投与時期が疼痛強度に与える影響. 日本ペインクリニック学会誌 2017; 24（3）:138. 

27) 佐々木 拓也,  岩崎 雄樹,  淀川 顕司,  林 明総,  鈴木 健一,  市場 晋吾,  清水 渉,  新田 隆 : 日本医科大学付属病院における、着用型

自動除細動器の使用経験と CE の役割. 日本臨床工学技士会会誌 2017; （60）:279. 

28) 市場 晋吾,  鈴木 健一 : 災害医療と医工学 災害医療における ECMO. 医工学治療 2017; 29（Suppl.）:63. 

29) 鈴木 健一,  市場 晋吾 : 臨床工学技士から見た ECMO 中のピットホール. 医工学治療 2018; 30（Suppl.）:101. 

30) 山下碧,  梅井菜央,  市場晋吾,  間瀬大司,  坂本篤裕 : 血液悪性腫瘍患者の予後に影響する因子. 日本集中治療医学会学術集会 2017; 

44th（Suppl.）:ROMBUNNO.DP112‐1 (WEB ONLY)-1. 

31) 小川 雄太郎,  間瀬 大司,  岸川 洋昭,  坂本 篤裕 : 血管内悪性リンパ腫による多臓器不全に対して集中治療を要した一例. 日本臨床麻酔

学会誌 2017; 37（6）:S293. 

32) 鈴木 健一,  市場 晋吾,  清水 敬樹 : 補助循環施行時中の患者搬送について考える ECMO Transport の実際と問題点. 体外循環技術 

2017; 44（3）:249. 

33) 市場晋吾,  梅井菜央,  池田督司 : 重症 ARDS に対する Veno‐venous Extracorporeal Membrane Oxygenation(VV ECMO)の臨床的検討. 

日本救急医学会雑誌 2017; 28（9）:423. 

34) 市場 晋吾 : 重症呼吸不全に対する ECMO の現状と展望. エンドトキシン血症救命治療研究会誌 2017; 21（1）:17-24. 

35) 寺川 依里,  間瀬 大司,  亀井 信孝,  山本 真記子,  松尾 いづみ,  石川 真士,  岸川 洋昭,  坂本 篤裕 : 閉塞性肥大型心筋症を有する消

化器外科手術の周術期管理. 日本臨床麻酔学会誌 2017; 37（6）:S275. 

36) 池田 督司,  梅井 菜央,  市場 晋吾,  竹内 純平,  間瀬 大司,  坂本 篤裕 : 間質性肺疾患患者の特徴と予後因子の検討 後方視観察研究. 

日本集中治療医学会雑誌 2018; 25（Suppl.）:[P1-2]. 

37) 伊藤 英史,  市場 晋吾,  氏家 良人,  笠原 真悟,  佐野 俊二 : 集中治療における医工学の進歩 急性期集中治療における拍動流 ECMO の

展望. 医工学治療 2017; 29（Suppl.）:74. 

38) 市場 晋吾 : 集中治療における検査・技術 補助循環(ECMO、IABP、Impella). 集中治療医学レビュー 2018; 2018-'19:122-126. 

39) 間瀬大司,  市場晋吾 : 集中治療領域の最近のエビデンス 人工呼吸管理と至適酸素飽和度. ICU と CCU 2018; 42（2）:99‐105. 

40) 鈴木 英正,  鈴木 健一,  豊冨 達智,  中山 拓也,  石津 健太,  市場 晋吾,  太良 修平,  高木 元,  桐木 園子,  宮本 正章 : 高気圧環境

下におけるシリンジポンプ CSP-110 の動作検証. 日本高気圧環境・潜水医学会雑誌 2017; 52（Suppl.）:49. 

41) 中山 拓也,  鈴木 健一,  豊冨 達智,  石津 健太,  鈴木 英正,  市場 晋吾,  太良 修平,  高木 元,  桐木 園子,  宮本 正章 : 高気圧環境

下における輸液ポンプ CIP-100T の動作検証. 日本高気圧環境・潜水医学会雑誌 2017; 52（4）:281. 

 
著書 

1) 梅井菜央 : 【呼吸 ECMO の現状と将来】呼吸 ECMO の導入と管理. 2017, 人工臓器 2017;46(3) : 208-211. 

2) 梅井 菜央 : 肺動脈カテーテル. 2017, 総合医学社. 

3) 梅井 菜央 : 集中治療室での鎮静. 2017, 羊土社. 

 
学会発表 
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1) 梅井 菜央 : Duration Of Venovenous Extracorporeal Membrane Oxygenation Impacts Surviva. CCM, 2018. 2. 

2) 梅井菜央,  市場晋吾,  坂本篤裕 : VV‐ECMO 管理中の早期リハビリテーション. 日本集中治療医学会学術集会(Web), 2017. 

3) 梅井菜央,  市場晋吾,  坂本篤裕 : 高齢者の重症呼吸不全に対する veno venous ECMO. 日本集中治療医学会学術集会(Web), 2017. 
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6 付属病院口腔科（周術期） 

研究業績 
 
論文等 

1) Maki Mizuno,  Toshihiko Hoashi,  Akiko Hisano,  Susumu Ichiyama,  Yoko Funasaka,  Hidehisa Saeki : A Case of External Dental Fistula 

Related to a Fixed Cantilever Bridge. JOURNAL OF NIPPON MEDICAL SCHOOL 2017; 84（4）:198-200. doi: 10.1272/jnms.84.198. 
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7 付属病院病理部 

研究業績 
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8 付属病院内視鏡センター 

研究業績 
 
論文等 

1) 星野 慎太朗,  川見 典之,  星川 吉正,  花田 優理子,  竹ノ内 菜菜,  梅澤 まり子,  佐野 弘仁,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : "Esophageal 

Rosette"を認めないアカラシア患者の下部食道内視鏡所見. 日本消化器病学会雑誌 2017; 114（臨増大会）:A708. 

2) 佐野 弘仁,  四宮 航,  宮本 真由子,  星川 吉正,  星野 慎太朗,  梅澤 まりこ,  川見 典之,  柴田 喜明,  岩切 勝彦 : 6 年の経過で

Champagne glass 様の食道狭小化像を呈するに至った食道アカラシアの一例. Gastroenterological Endoscopy 2017; 59（Suppl.1）:1077. 

3) 星野 慎太朗,  川見 典之,  星川 吉正,  竹之内 菜菜,  梅澤 まり子,  小泉 英里子,  花田 優理子,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 80 歳以上の

PPI 抵抗性逆流性食道炎患者の臨床的特徴. 日本消化管学会雑誌 2018; 2（Suppl.）:331. 

4) 石川 裕美子,  星野 慎太朗,  小泉 英里子,  星川 吉正,  花田 優理子,  竹ノ内 菜菜,  梅澤 まり子,  川見 典之,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 

80 歳以上の PPI 抵抗性逆流性食道炎患者の臨床的特徴. 日本消化器病学会雑誌 2018; 115（臨増総会）:A266. 

5) 植木 信江,  野田 啓人,  阿川 周平,  池田 剛,  樋口 和寿,  飽本 哲兵,  丸木 雄太,  山脇 博士,  小高 康裕,  名児耶 浩幸,  河越 哲郎,  

二神 生爾,  三宅 一昌,  岩切 勝彦 : 80 歳以上高齢者の胃腫瘍性病変における ESD の有効性と安全性. Gastroenterological Endoscopy 2017; 

59（Suppl.1）:917. 

6) Shintaro Hoshino,  Mariko Umezawa,  Noriyuki Kawami,  Yoshimasa Hoshikawa,  Hiroaki Kataoka,  Yuriko Hanada,  Nana Takenouchi,  

Yoshio Hoshihara,  Katsuhiko Iwakiri : EFFECTIVENESS OF ON-DEMAND THERAPY USING 20-MG VONOPRAZAN FOR MILD 

REFLUX ESOPHAGITIS. GASTROENTEROLOGY 2017; 152（5）:S461. 

7) 清水哲也,  神田知洋,  古木裕康,  吉岡正人,  松下晃,  中村慶春,  谷合信彦,  内田英二 : ERCP 関連後腹膜穿孔 12 例の検討. 胆道 2017; 

31（3）:488. 

8) Nobue Ueki,  Seiji Futagami,  Teppei Akimoto,  Yuta Maruki,  Hiroshi Yamawaki,  Yasuhiro Kodaka,  Hiroyuki Nagoya,  Tomotaka 

Shindo,  Masafumi Kusunoki,  Tetsuro Kawagoe,  Katya Gudis,  Kazumasa Miyake,  Katsuhiko Iwakiri : Effect of Antithrombotic Therapy 

and Long Endoscopic Submucosal Dissection Procedure Time on Early and Delayed Postoperative Bleeding. Digestion 2017; 96（1）:21-28. 

doi: 10.1159/000475924. 

9) Shintaro Hoshino,  Nana Takenouchi,  Yuriko Hanada,  Mariko Umezawa,  Hirohito Sano,  Noriyuki Kawami,  Yoshimasa Hoshikawa,  

Tetsuro Kawagoe,  Tsutomu Nomura,  Yoshio Hoshihara,  Katsuhiko Iwakiri : Effects of acotiamide on esophageal motility in healthy 

subjects: a randomized, double-blind, placebo-controlled crossover study. ESOPHAGUS 2017; 14（2）:146-152. doi: 10.1007/s10388-016-

0559-z. 

10) Shintaro Hoshino,  Nana Takenouchi,  Yuriko Hanada,  Mariko Umezawa,  Hirohito Sano,  Noriyuki Kawami,  Yoshimasa Hoshikawa,  

Tetsuro Kawagoe,  Tsutomu Nomura,  Yoshio Hoshihara,  Katsuhiko Iwakiri : Effects of acotiamide on esophageal motility in healthy 

subjects: a randomized, double-blind, placebo-controlled crossover study (vol 14, pg 146, 2017). ESOPHAGUS 2017; 14（3）:272-273. doi: 

10.1007/s10388-017-0576-6. 

11) Shintaro Hoshino,  Noriyuki Kawami,  Nana Takenouchi,  Mariko Umezawa,  Yuriko Hanada,  Yoshimasa Hoshikawa,  Tetsuro Kawagoe,  

Hirohito Sano,  Yoshio Hoshihara,  Tsutomu Nomura,  Katsuhiko Iwakiri : Efficacy of Vonoprazan for Proton Pump Inhibitor-Resistant 

Reflux Esophagitis. DIGESTION 2017; 95（2）:156-161. doi: 10.1159/000456072. 

12) Yoshimasa Hoshikawa,  Shintaro Hoshino,  Noriyuki Kawami,  Hiroaki Kataoka,  Yuriko Hanada,  Nana Takenouchi,  Mariko Umezawa,  

Yoshio Hoshihara,  Katsuhiko Iwakiri : Efficacy of Vonoprazan for Proton Pump Inhibitor-Resistant Reflux Esophagitis. 

GASTROINTESTINAL ENDOSCOPY 2017; 85（5）:AB598. 

13) 川見 典之,  星野 慎太朗,  梅澤 まり子,  竹之内 菜菜,  花田 優理子,  星川 吉正,  星原 芳雄,  岩切 勝彦 : EoE を解明する 好酸球性

食道炎の臨床像と食道運動機能. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 2017; 71 回:W3-9. 

14) Satomi Hashimoto,  Seiji Futagami,  Hiroshi Yamawaki,  Keiko Kaneko,  Yasuhiro Kodaka,  Mako Wakabayashi,  Noriko Sakasegawa,  
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101) 中村 慶春,  松下 晃,  勝野 暁,  山初 和也,  住吉 宏樹,  近藤 亮太,  横山 正,  内藤 善哉,  内田 英二 : 腹腔鏡手術時代の膵鈎部解剖

について 膵頭神経叢を適切に把握するために. 膵臓 2017; 32（3）:485. 

102) 松下 晃,  中村 慶春,  勝野 暁,  山初 和也,  住吉 宏樹,  神田 知洋,  清水 哲也,  吉岡 正人,  横山 正,  内田 英二 : 膵切除術におけ
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る膵切離・断端処理の手術手技 当科における腹腔鏡下尾側膵切除術の手術成績と膵先行圧挫による膵切離法の検討. 日本消化器外科学会総

会 2017; 72 回:SY14-9. 

103) 松下 晃,  中村 慶春,  勝野 暁,  山初 和也,  住吉 宏樹,  横山 正,  内田 英二 : 膵神経内分泌腫瘍に対する腹腔鏡下膵切除術の手術成

績. 膵臓 2017; 32（3）:476. 

104) 藤森 俊二,  小杉 友紀,  勝矢 由紀子,  馬來 康太郎,  西本 崇良,  星本 相理,  佐藤 航,  高木 信介,  大森 順,  秋元 直彦,  鈴木 将大,  

江原 彰仁,  瀬尾 継彦,  三井 啓吾,  米澤 真興,  田中 周,  辰口 篤志,  岩切 勝彦 : 薬剤性消化管障害の診断・治療の課題 H.pylori 感

染は小腸粘膜傷害を増加・増悪させる可能性が高い. 日本消化管学会雑誌 2018; 2（Suppl.）:156. 

105) 小林 晃,  畑 泰司,  山本 浩文,  三井 啓吾,  鈴木 真紀,  宮上 寛之 : 虚血性大腸炎 22 例の臨床的検討. 日本臨床救急医学会雑誌 2017; 

20（3）:529-533. doi: 10.11240/jsem.20.529. 

106) 星野 慎太朗,  川見 典之,  星川 吉正,  竹之内 菜菜,  花田 優理子,  梅澤 まり子,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 超高齢者における消化器・内

視鏡の診断治療(消化管) 80 歳以上の PPI 抵抗性逆流性食道炎患者の臨床的特徴. 日本高齢消化器病学会誌 2017; 20（1）:52. 

107) 梅澤 まり子,  川見 典之,  星野 慎太朗,  星川 吉正,  竹之内 菜菜,  花田 優理子,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 軽症逆流性食道炎患者の維持

療法におけるボノプラザン 20mg による on demand 療法の有効性. 日本消化器病学会雑誌 2017; 114（臨増大会）:A710. 

108) 梅澤 まり子,  川見 典之,  星野 慎太朗,  小泉 英里子,  星川 吉正,  竹之内 菜菜,  花田 優理子,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 軽症逆流性食

道炎患者の維持療法におけるボノプラザン 20mg による on demand 療法の有効性. 日本消化管学会雑誌 2018; 2（Suppl.）:271. 

109) 梅澤 まり子,  川見 典之,  星野 慎太朗,  小泉 英里子,  星川 吉正,  竹之内 菜菜,  花田 優理子,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 軽症逆流性食

道炎患者の維持療法におけるボノプラザン 20mg による on demand 療法の有効性. 日本消化器病学会雑誌 2018; 115（臨増総会）:A267. 

110) 大森 順,  鈴木 将大,  藤森 俊二,  梅田 隆満,  西本 崇良,  高木 信介,  秋元 直彦,  佐藤 航,  小杉 友紀,  馬來 康太郎,  江原 彰仁,  

三井 啓吾,  米澤 真興,  田中 周,  辰口 篤志,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 輸血歴による大腸憩室出血のリスク因子の検討. 日本消化器病学

会雑誌 2017; 114（臨増大会）:A808. 

111) 川見 典之,  星野 慎太朗,  星川 吉正,  竹之内 菜菜,  梅澤 まり子,  花田 優理子,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 酸分泌抑制効果からみた PPI

倍量及び P-CAB 抵抗性 NERD の病因. 胃病態機能研究会誌 2018; 50:35. 

112) 小高 康裕,  二神 生爾,  山脇 博士,  桐田 久美子,  酒瀬川 典子,  阿川 周平,  樋口 和寿,  池田 剛,  野田 啓人,  丸木 雄太,  佐藤 ひ

とみ,  名児耶 浩幸,  植木 信江,  河越 哲郎,  岩切 勝彦 : 除菌時代における胃癌診療(診断・治療・予防) H.pylori 陽性胃炎における京都

分類と COX-2 1195、IL-1β511、mPGES-1 を用いた胃癌ハイリスク群予測の試み. 日本ヘリコバクター学会学術集会プログラム・抄録集 

2017; 23 回:139. 

113) 川見 典之,  星野 慎太朗,  岩切 勝彦 : 難治性 GERD を取り巻く新知見 P-CAB 抵抗性 NERD の症状出現の機序及び P-CAB による胃酸

分泌抑制効果. 日本消化器病学会雑誌 2017; 114（臨増大会）:A562. 

114) 川見 典之,  星野 慎太朗,  岩切 勝彦 : 難治性 GERD を取り巻く新知見 P-CAB 抵抗性 NERD の症状出現の機序及び P-CAB による胃酸

分泌抑制効果. Gastroenterological Endoscopy 2017; 59（Suppl.2）:2024. 

115) 星川 吉正,  川見 典之,  星野 慎太朗,  竹之内 菜菜,  梅澤 まり子,  花田 優理子,  貝瀬 満,  岩切 勝彦 : 食道アカラシアの診断と治療

戦略 アカラシア診断に用いる Starlet(HRM)による IRP カットオフ値の検討. 日本消化管学会雑誌 2018; 2（Suppl.）:132. 

116) 星野 慎太朗,  花田 優理子,  川見 典之,  星川 吉正,  竹之内 菜菜,  梅澤 まり子,  佐野 弘二,  河越 哲郎,  星原 芳雄,  岩切 勝彦 : 

食道内圧検査は臨床を変えるか? 滑脱型裂孔ヘルニアの内視鏡診断は食道内圧診断と一致するか?. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録

集 2017; 71 回:S3-7. 

 
学会発表 

1) 山脇博士,  二神生爾,  岩切勝彦 : 膵酵素異常を伴う心窩部痛症候群に対する新たな治療戦略 ～EUS を用いた cross over 試験の試み～. 第

25 回日本消化器関連学会週間, 2017. 10. 
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9 付属病院臨床検査部 

研究業績 
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10 付属病院保険診療指導部 

研究業績 
 
論文等 

1) 藤本 雄飛,  淀川 顕司,  八島 正明,  岡 英一郎,  高橋 健太,  林 洋史,  山本 哲平,  岩崎 雄樹,  林 明聡,  清水 渉 : 心房細動に対す

る電気的除細動後に認める"Notched P wave"の臨床的意義. 心電図 2018; 38（Suppl.1）:S-67. 

2) 加藤 貴雄,  八島 正明,  渡邉 英一,  高橋 尚彦,  池田 隆徳,  笠巻 祐二,  住友 直方,  植田 典浩,  森田 宏,  平岡 昌和,  心電図自動

診断を考える会 : 心電図自動診断の精度評価ならびに有用性向上に関する研究(第 1 報). 日本心臓病学会学術集会抄録 2017; 65 回:O-019. 

3) 淀川 顕司,  清野 精彦,  岩崎 雄樹,  林 明聡,  宮内 靖史,  小原 俊彦,  八島 正明,  清水 渉 : 肺サルコイドーシスにおける心室遅延電

位の検出および臨床的意義. 心電図 2018; 38（Suppl.1）:S-1. 

4) 八島 正明 : 観察すること，継続すること. 心電図 2017; 37（1）:3-4. doi: 10.5105/jse.37.3. 

 
著書 

1) 八島 正明 : 【心電図診断スキルアップ】不整脈の心電図の読み方のポイントと治療方針 心室期外収縮・副収縮 いつでも目にするがピット

フォールには注意が必要な不整脈.たかが PVC,されど PVC. 2017, 医学書院. doi: 10.11477/mf.1438200044. 

 
学会発表 

1) 加藤 貴雄,  八島 正明,  渡邉 英一,  高橋 尚彦,  池田 隆徳,  笠巻 祐二,  住友 直方,  植田 典浩,  森田 宏,  平岡 昌和 : 心電図自動

診断の精度評価ならびに有用性向上に関する研究(第 1 報). 人間ドック, 2017. 8. 

2) 淀川 顕司,  清野 精彦,  岩崎 雄樹,  林 明聡,  宮内 靖史,  小原 俊彦,  八島 正明,  清水 渉 : 肺サルコイドーシスにおける心室遅延電

位の検出および臨床的意義. 心電図, 2018. 3. 
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11 腎クリニック 

研究業績 
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12 呼吸ケアクリニック 

研究業績 
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13 健診医療センター 

研究業績 
 
論文等 

1) Sugihara Y,  Fukushima Y,  Kumita SI,  Takano H,  Shimizu W : Diagnostic performance of hybrid cardiac SPECT/CT imaging for patients 

with takotsubo cardiomyopathy. European Journal of Hybrid Imaging 2018; 2（1）:5. doi: 10.1186/s41824-017-0023-x. 

2) Hidenobu Hashimoto,  Yoshimitsu Fukushima,  Shin-ichiro Kumita,  Takeshi Tomiyama,  Tomonari Kiriyama : Feasibility of myocardial 

flow reserve prediction without the use of dynamic data from myocardial perfusion positron emission tomography. International Journal of 

Cardiovascular Imaging 2018; 34（8）:1-7. doi: 10.1007/s10554-018-1335-z. 

3) 廣本 敦之,  石井 庸介,  山田 直輝,  井関 陽平,  青山 純也,  上田 仁美,  森嶋 素子,  鈴木 憲治,  栗田 二郎,  佐々木 孝,  坂本 俊一

郎,  宮城 泰雄,  師田 哲郎,  新田 隆,  桐山 智成,  福嶋 善光,  汲田 伸一郎 : GEA を用いて右冠動脈系へ in-situ bypass を行った CABG

症例の検討. 日本心臓血管外科学会学術総会抄録集 2018; 48 回:94. 

4) 汲田 伸一郎,  桐山 智成,  今井 祥吾,  福嶋 善光 : 【虚血性心疾患の画像診断,マルチモダリティ-私ならこう使う-】 心筋虚血診断におけ

る心筋血流 PET の有用性. 臨床放射線 2018; 63（3）:281-290. doi: 10.18888/rp.0000000368. 

5) 石井 庸介,  福嶋 善光,  坂本 俊一郎,  宮城 泰雄,  栗田 二郎,  廣本 敦之,  青山 純也,  井関 陽平,  山田 直輝,  汲田 伸一郎,  新田 

隆 : ハイブリッド心臓 SPECT/CT 画像により心筋血流および代謝を評価した冠動脈バイパス術の有効性(Efficacy of Coronary Artery 

Bypass Grafting Evaluated Myocardial Perfusion and Metabolism by Hybrid Cardiac SPECT/CT Imaging). 日本循環器学会学術集会抄録集 

2018; 82 回:PJ038-6. 

6) Sekine Tetsuro,  Takagi Ryo,  Amano Yasuo,  Murai Yasuo,  Orita Erika,  Fukushima Yoshimitsu,  Matsumura Yoshio,  Kumita Shin-

ichiro : 内頸動脈狭窄症患者における眼動脈血流量の 4D Flow MRI(4D Flow MR Imaging of Ophthalmic Artery Flow in Patients with Internal 

Carotid Artery Stenosis). Magnetic Resonance in Medical Sciences 2018; 17（1）:13-20. doi: 10.2463/mrms.mp.2016-0074. 

7) 石井 庸介,  坂本 俊一郎,  宮城 泰雄,  佐々木 孝,  栗田 二郎,  鈴木 憲治,  廣本 敦之,  青山 純也,  上田 仁美,  井関 陽平,  山田 直

輝,  師田 哲郎,  福嶋 善光,  桐山 智成,  汲田 伸一郎,  新田 隆 : 回旋枝の sequential graft は動脈グラフトを用いるべきか? 負荷心筋シ

ンチによる検証. 日本心臓血管外科学会学術総会抄録集 2018; 48 回:140. 

8) 安藤 嵩浩,  福嶋 善光,  汲田 伸一郎,  橋本 英伸,  杉原 康朗 : 心臓サルコイドーシス例における心筋病変炎症活性の定量解析を用いた

FDG-PET/CT の予後予測能. 核医学 2017; 54（Suppl.）:S174. 

9) Kiriyama Tomonari,  Fukushima Yoshimitsu,  Hayashi Hiromitsu,  Takano Hitoshi,  Kumita Shin-ichiro : 慢性冠動脈疾患患者における冠

動脈 CT 血管造影と負荷心筋 SPECT を用いた、併用によるリスク層別化の実行可能性(Feasibility of combined risk stratification with coronary 

CT angiography and stress myocardial SPECT in patients with chronic coronary artery disease). Annals of Nuclear Medicine 2018; 32（1）:22-

33. doi: 10.1007/s12149-017-1214-z. 

10) 福嶋 善光,  杉原 康朗,  汲田 伸一郎 : 組織診断と浸潤診断 99mTc-MIBI-SPECT/CT による腎腫瘍の病理組織学的な鑑別診断. 腎臓内

科・泌尿器科 2017; 6（1）:61-64. 

11) 汲田 伸一郎,  桐山 智成,  今井 祥吾,  福嶋 善光 : 虚血性心疾患の画像診断、マルチモダリティ 私ならこう使う 心筋虚血診断における

心筋血流 PET の有用性. 日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集 2017; 53 回:S378. 

 
学会発表 

1) Yoshimitsu Fukushima,  Shin-ichiro Kumita,  Go Kimura,  Jun Akatsuka,  Teruhiko Hamana,  Yasuro Sugihara,  Takahiro Ando : 

Diagnostic impact of quantitative bone SPECT/CT for patients with bone metastasis caused by castration-resistant prostate cancer. European 

Association of Nuclear Medicine, 2017. 10. 

2) 廣本 敦之,  石井 庸介,  山田 直輝,  井関 陽平,  青山 純也,  上田 仁美,  森嶋 素子,  鈴木 憲治,  栗田 二郎,  佐々木 孝,  坂本 俊一

郎,  宮城 泰雄,  師田 哲郎,  新田 隆,  桐山 智成,  福嶋 善光,  汲田 伸一郎 : GEA を用いて右冠動脈系へ in-situ bypass を行った CABG

症例の検討. 日本心臓血管外科学会学術総会抄録集, 2018. 2. 
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3) Yoshimitsu Fukushima,  Go Kimura,  Jun Akatsuka,  Teruhiko Hamana,  Yasuro Sugihara,  Takahiro Ando,  Shin-ichiro Kumita : 

Prognostic impact of bone SPECT/CT for metastatic castration-resistant prostate cancer patients. The 12th Asia Oceania Congress of Nuclear 

Medicine and Biology, 2017. 10. 

4) 岩田 琴美,  村上 隆介,  谷 瞳,  福嶋 善光,  汲田 伸一郎,  中井 麻木,  栗田 智子,  柳原 恵子,  武井 寛幸,  松原 美幸 : T1-T2N0 乳

癌における PET/CT 検査の検討. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集, 2017. 7. 

5) 石井 庸介,  福嶋 善光,  坂本 俊一郎,  宮城 泰雄,  栗田 二郎,  廣本 敦之,  青山 純也,  井関 陽平,  山田 直輝,  汲田 伸一郎,  新田 

隆 : ハイブリッド心臓 SPECT/CT 画像により心筋血流および代謝を評価した冠動脈バイパス術の有効性(Efficacy of Coronary Artery 

Bypass Grafting Evaluated Myocardial Perfusion and Metabolism by Hybrid Cardiac SPECT/CT Imaging). 日本循環器学会学術集会抄録集, 

2018. 3. 

6) Fukushima Yoshimitsu,  Ishii Yosuke,  Nitta Takashi,  Kumita Shinichiro : 冠動脈バイパス術後の冠動脈疾患を有する患者における心灌流

ハイブリッド SPECT/CT 診断検査の影響(Diagnostic Impact of Hybrid Cardiac Perfusion SPECT/CT for Patients with Coronary Artery 

Disease after Coronary Artery Bypass Grafting). 日本循環器学会学術集会抄録集, 2018. 3. 

7) 石井 庸介,  坂本 俊一郎,  宮城 泰雄,  佐々木 孝,  栗田 二郎,  鈴木 憲治,  廣本 敦之,  青山 純也,  上田 仁美,  井関 陽平,  山田 直

輝,  師田 哲郎,  福嶋 善光,  桐山 智成,  汲田 伸一郎,  新田 隆 : 回旋枝の sequential graft は動脈グラフトを用いるべきか? 負荷心筋シ

ンチによる検証. 日本心臓血管外科学会学術総会抄録集, 2018. 2. 

8) 安藤 嵩浩,  福嶋 善光,  汲田 伸一郎,  橋本 英伸,  杉原 康朗 : 心臓サルコイドーシス例における心筋病変炎症活性の定量解析を用いた

FDG-PET/CT の予後予測能. 核医学, 2017. 9. 

9) 汲田 伸一郎,  桐山 智成,  今井 祥吾,  福嶋 善光 : 虚血性心疾患の画像診断、マルチモダリティ 私ならこう使う 心筋虚血診断における

心筋血流 PET の有用性. 日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集, 2017. 8. 

10) Fukushima Yoshimitsu,  Kimura Go,  Akatsuka Jun,  Hamana Teruhiko,  Sugihara Yasuro,  Ando Takahiro,  Kumita Shinichiro : 転移性

去勢抵抗性前立腺癌例における定量解析を用いた骨 SPECT/CT の予後予測能(Prognostic Impact of Quantitative Bone SPECT/CT for 

Patients with Metastatic Castration-resistant Prostate Cancer). 日本医学放射線学会学術集会抄録集, 2018. 2. 

11) Fukushima Yoshimitsu,  Kimura Go,  Akatsuka Jun,  Hamana Teruhiko,  Sugihara Yasuro,  Ando Takahiro,  Kumita Shin-ichiro : 転移性

去勢抵抗性前立腺癌患者に対する骨 SPECT/CT の予後的影響(Prognostic impact of bone SPECT/CT for metastatic castration-resistant 

prostate cancer patients). 核医学, 2017. 9. 

12) 木村 剛,  福嶋 善光,  赤塚 純,  林 達郎,  中山 聡子,  戸山 友香,  濱崎 努,  近藤 幸尋 : 骨転移を伴う去勢抵抗性前立腺癌に対する

Ra-223 治療 6 回完遂予測因子の検討. 日本癌治療学会学術集会抄録集, 2017. 10. 
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14 ワクチン療法研究施設 

研究業績 
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1 武蔵小杉病院病理診断科 

研究業績 
 
論文等 

1) 和田 尚人,  渡邉 昌則,  塙 秀暁,  野村 聡,  三島 圭介,  山際 亮,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴

木 英之,  許田 典男,  北山 康彦,  内田 英二 : ほぼ全胃に及ぶ粘膜下浸潤を伴った胃型胃癌の 1 例. 日本胃癌学会総会記事 2018; 90

回:384. 

2) 岡田 知之,  岡本 淳一,  窪倉 浩俊,  許田 典男,  北山 康彦,  臼田 実男 : 肺悪性腫瘍を疑われて手術を行った肺クリプトコッカス症の

1 例. 肺癌 2018; 58（1）:57. 

3) 岡本 淳一,  許田 典男,  窪倉 浩俊,  北山 康彦,  臼田 実男 : 肺扁平上皮癌におけるリンパ節病期分類(cN、sN、pN)に関する 24 症例の

検討. 肺癌 2017; 57（5）:436. 

4) 塩田 美桜,  岡本 淳一,  窪倉 浩俊,  臼田 実男,  許田 典男,  北山 康彦 : 肺部分切除術の 11 年後に断端再発した肺腺癌の 1 例. 肺癌 

2018; 58（1）:63. 

5) 野村 聡,  渡辺 昌則,  塙 秀暁,  三島 圭介,  黒田 誠司,  山際 亮,  和田 尚人,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  

水谷 聡,  小峯 修,  許田 典男,  鈴木 英之,  内田 英二 : 胃癌術後約 5 年目に腸閉塞を契機に発見された小腸転移の 1 例. 日本胃癌学会

総会記事 2018; 90 回:491. 

6) 谷 佳緒梨,  森 美樹,  許田 典男,  森谷 卓也,  鈴木 えりか,  北山 康彦,  蒔田 益次郎 : 葉状腫瘍を疑った Nodular fasciitis の一例. 日

本乳癌学会総会プログラム抄録集 2017; 25 回:671. 

7) 蒔田 益次郎,  赤須 東樹,  軸薗 智雄,  市川 太郎,  五味 直哉,  菊池 真理,  許田 典男,  北山 康彦 : 造影超音波による乳癌の広がり診

断. 日本臨床外科学会雑誌 2018; 79（3）:459-466. 

8) 鈴木 えりか,  蒔田 益次郎,  許田 典男,  北山 康彦 : 造影超音波による乳癌の広がり診断と樹脂塗料による広がりシミュレーション模型

を使った乳腺部分切除. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 2017; 25 回:426. 

  



－ 307 － 

2 武蔵小杉病院消化器病センター 

研究業績 
 
論文等 

1) 小高 康裕,  二神 生爾,  山脇 博士,  桐田 久美子,  阿川 周平,  樋口 和寿,  池田 剛,  野田 啓人,  丸木 雄太,  飽本 哲兵,  佐藤 ひと

み,  名児耶 浩幸,  植木 信江,  河越 哲郎,  千原 直人,  渡邉 昌則,  鈴木 英之,  岩切 勝彦 : H.pylori 陽性胃炎における京都分類と

COX-2 1195、IL-1β511、mPGES-1 の SNP を用いた胃癌ハイリスク群予測の試み. 日本消化器病学会雑誌 2017; 114（臨増大会）:A716. 

2) 水谷 聡,  鈴木 英之,  相本 隆幸,  中村 慶春,  山岸 征嗣,  小山 裕司,  大山 莉奈,  渡辺 昌則,  北山 康彦,  内田 英二 : SMA 神経叢

全周温存膵頭十二指腸切除標本における膵鉤部周辺細分類による病理学的検討. 膵臓 2017; 32（3）:487. 

3) 水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  大山 莉奈,  相本 隆幸,  小山 裕司,  前島 顕太郎,  吉野 雅則,  渡辺 昌則,  北山 康彦,  内田 英

二 : Tissue Marking Dyes による切除標本色分けは鉤部周辺の切離断端に対する詳細な評価を可能とした. 日本外科学会定期学術集会抄録集 

2017; 117 回:SF-74. 

4) 千原 直人,  鈴木 英之,  内田 英二 : 【急性腹症に対する低侵襲アプローチ-適応と手技】 閉鎖孔ヘルニア嵌頓. 外科 2017; 79（9）:849-

854. doi: 10.15106/J00393.2017342231. 

5) 和田 尚人,  渡邉 昌則,  塙 秀暁,  野村 聡,  三島 圭介,  山際 亮,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴

木 英之,  許田 典男,  北山 康彦,  内田 英二 : ほぼ全胃に及ぶ粘膜下浸潤を伴った胃型胃癌の 1 例. 日本胃癌学会総会記事 2018; 90

回:384. 

6) 三島 圭介,  渡邉 昌則,  塙 秀暁,  黒田 誠司,  野村 聡,  前島 顕太郎,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : ステロイドの

使用により治療方針の決定に難渋した食道胃重複癌の 1 例. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 2017; 71 回:P32-5. 

7) 助川 誠,  鈴木 英之,  豊田 哲鎬,  和田 由大,  清水 貴夫,  渡辺 昌則,  吉野 雅則,  水谷 聡,  松信 哲朗,  内田 英二 : ストーマ脱出

に対する自動縫合器を用いた非開腹による手術術式. 日本大腸肛門病学会雑誌 2017; 70（抄録号）:A284. 

8) 塙 秀暁,  渡辺 昌則,  三島 圭介,  黒田 誠司,  野村 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : ニトログリセリン製剤を用いた術前気管支動脈造影

CT の有用性. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 2017; 71 回:P1-1. 

9) 針金 幸平,  黒田 誠司,  渡辺 昌則,  助川 誠,  山岸 征嗣,  千原 直人,  坊 英樹,  鈴木 英之 : メッケル憩室に起因した絞扼性イレウス

の 2 例. 神奈川医学会雑誌 2018; 45（1）:23. 

10) 豊田 哲鎬,  鈴木 英之,  清水 貴夫,  和田 由大,  助川 誠,  野村 聡,  塙 秀暁,  三浦 克洋,  千原 直人,  吉野 雅則,  松信 哲朗,  大

山 莉奈,  黒田 誠司,  水谷 聡,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 下行結腸癌に対する腹腔鏡手術の治療成績の検討. 日本大腸肛門病学会雑誌 

2017; 70（抄録号）:A139. 

11) 渡辺 昌則,  野村 聡,  塙 秀暁,  三島 圭介,  黒田 誠司,  門倉 玄武,  勝俣 範之,  水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : 分割 paclitaxel 投

与を応用した食道癌に対する新規多剤併用 weekly PCF 療法の第 1 相試験. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 2017; 71 回:P26-2. 

12) 清水 貴夫,  鈴木 英之,  豊田 哲鎬,  和田 由大,  助川 誠,  渡辺 昌則,  千原 直人,  三浦 克洋,  塙 秀暁,  野村 聡,  黒田 誠司,  大

山 莉奈,  山際 亮,  和田 尚人,  吉野 雅則,  松信 哲朗,  内田 英二 : 大腸ステント留置後に待機的手術を施行した閉塞性大腸癌症例の

短期成績の検討. 日本大腸肛門病学会雑誌 2017; 70（抄録号）:A275. 

13) 清水 貴夫,  鈴木 英之,  豊田 哲鎬,  和田 由大,  助川 誠,  大山 莉奈,  知原 直人,  水谷 聡,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 大腸ステント

留置後に待機的腹腔鏡下手術を施行した閉塞性大腸癌症例の短期成績の検討. 日本内視鏡外科学会雑誌 2017; 22（7）:EP110-03. 

14) 渡辺 昌則,  野村 聡,  塙 秀暁,  黒田 誠司,  清水 貴夫,  豊田 哲鎬,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : 定時大腸手術に

おける予防抗菌薬の適正使用と SSI 発生率. 日本外科感染症学会雑誌 2017; 14（5）:627. 

15) 西澤 雄介,  高野 道俊,  西村 洋治,  風間 伸介,  三島 圭介,  安西 紘幸,  石井 博章 : 当科における横行結腸癌に対する腹腔鏡下手術. 

日本内視鏡外科学会雑誌 2017; 22（7）:EP003-07. 

16) 塙 秀暁,  渡辺 昌則,  野村 聡,  三島 圭介,  黒田 誠司,  鈴木 英之,  内田 英二 : 当科における胸腔鏡下食道切除術の短期治療成績. 日

本内視鏡外科学会雑誌 2017; 22（7）:EP012-04. 

17) 大山 莉奈,  水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 当院の開腹総胆管結石手術における SSI の現状と問題点. 日本消
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化器外科学会総会 2017; 72 回:PM6-7. 

18) 渡辺 昌則,  千原 直人,  塙 秀暁,  野村 聡,  和田 尚人,  三島 圭介,  前島 顕太郎,  大山 莉奈,  黒田 誠司,  水谷 聡,  鈴木 英之,  

内田 英二 : 抗血栓薬継続患者における胃 ESD 後出血に関する検討. 日本胃癌学会総会記事 2018; 90 回:473. 

19) 西村 洋治,  風間 伸介,  西澤 雄介,  高野 道俊,  石井 博章,  安西 紘幸,  三島 圭介 : 注腸・大腸内視鏡・CT で遡及できた大腸癌の自

然史. 日本大腸肛門病学会雑誌 2017; 70（抄録号）:A80. 

20) 三島 圭介,  渡邉 昌則,  塙 秀暁,  野村 聡,  黒田 誠司,  山際 亮,  和田 尚人,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  

水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : 皮膚筋炎に合併した食道胃重複癌の 1 例(A case of the esophageal and gastric cancer associated with 

Dermatomyositis). 日本胃癌学会総会記事 2018; 90 回:566. 

21) 山岸 征嗣,  水谷 聡,  鈴木 英之,  大山 莉奈,  三島 圭介,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 肝胆膵外科、高難易度手術における、周術期のカテ

ーテル関連合併症の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 2017; 117 回:PS-200. 

22) 塙 秀暁,  渡辺 昌則,  野村 聡,  三島 圭介,  黒田 誠司,  山際 亮,  和田 尚人,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  水谷 聡,  小

峯 修,  鈴木 英之,  内田 英二 : 胃癌術後 2 年目に鼠径部再発を来し、集学的治療により長期生存を得ている若年進行胃癌の 1 例. 日本胃

癌学会総会記事 2018; 90 回:492. 

23) 野村 聡,  渡辺 昌則,  塙 秀暁,  三島 圭介,  黒田 誠司,  山際 亮,  和田 尚人,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  

水谷 聡,  小峯 修,  許田 典男,  鈴木 英之,  内田 英二 : 胃癌術後約 5 年目に腸閉塞を契機に発見された小腸転移の 1 例. 日本胃癌学会

総会記事 2018; 90 回:491. 

24) 山岸 征嗣,  水谷 聡,  鈴木 英之,  三島 圭介,  大山 莉奈,  内田 英二 : 胆嚢炎による巨大肝被膜下膿瘍の一例. 日本消化器外科学会総

会 2017; 72 回:PO4-3. 

25) 水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  大山 莉奈,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 胆石症に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術による落下結石の検討. 日

本内視鏡外科学会雑誌 2017; 22（7）:SF118-01. 

26) 豊田 哲鎬,  鈴木 英之,  清水 貴夫,  和田 由大,  助川 誠,  大山 莉奈,  千原 直人,  水谷 聡,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 脾彎曲部結腸

癌に対する腹腔鏡手術の定型化について. 日本内視鏡外科学会雑誌 2017; 22（7）:EP004-02. 

27) 山岸 征嗣,  水谷 聡,  鈴木 英之,  中村 慶春,  三島 圭介,  大山 莉奈,  助川 誠,  山際 亮,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 腹腔鏡下右副腎

摘出術における当院での工夫. 日本内視鏡外科学会雑誌 2017; 22（7）:SF099-07. 

28) 南部 弘太郎,  塩谷 猛,  渡邉 善正,  小峯 修,  澁谷 肇,  福島 慶久,  三島 圭介,  山際 亮,  澁谷 哲男 : 膵頭十二指腸切除を行い 3 年

半無再発生存中の下部胆管原発印環細胞癌の 1 例. 日本消化器外科学会雑誌 2017; 50（Suppl.2）:530. 

29) 大山 莉奈,  水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  渡辺 昌則,  北山 康彦,  内田 英二 : 術前画像上の鑑別診断が困難であった肝腫瘍切除

例. 日本外科学会定期学術集会抄録集 2017; 117 回:PS-212. 

30) 渡辺 昌則,  野村 聡,  塙 秀暁,  三島 圭介,  黒田 誠司,  門倉 玄武,  勝俣 範之,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : 食

道癌に対する weekly paclitaxel+CDDP/5FU 療法の第 I-II 相試験. 日本消化器外科学会雑誌 2017; 50（Suppl.2）:450. 

31) 渡辺 昌則,  勝俣 範之,  野村 聡,  塙 秀暁,  門倉 玄武,  三島 圭介,  黒田 誠司,  前島 顕太郎,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴木 英之,  

内田 英二 : 食道癌に対する weekly paclitaxel+CDDP/5FU 療法の第 I 相臨床試験結果. 日本外科学会定期学術集会抄録集 2017; 117 回:SF-

07. 

32) 和田 由大,  鈴木 英之,  豊田 哲鎬,  清水 貴夫,  助川 誠,  渡邉 昌則,  水谷 聡,  千原 直人,  三浦 克洋,  塙 秀暁,  野村 聡,  山岸 

征嗣,  大山 莉奈,  山際 亮,  和田 尚人,  吉野 雅則,  松信 哲朗,  内田 英二 : 高齢者大腸癌に対する腹腔鏡手術の安全性の検討. 日本

大腸肛門病学会雑誌 2017; 70（抄録号）:A292. 
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COX-2 1195、IL-1β511、mPGES-1 の SNP を用いた胃癌ハイリスク群予測の試み. 日本消化器病学会雑誌, 2017. 9. 

2) 水谷 聡,  鈴木 英之,  相本 隆幸,  中村 慶春,  山岸 征嗣,  小山 裕司,  大山 莉奈,  渡辺 昌則,  北山 康彦,  内田 英二 : SMA 神経叢

全周温存膵頭十二指腸切除標本における膵鉤部周辺細分類による病理学的検討. 膵臓, 2017. 5. 
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3) 水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  大山 莉奈,  相本 隆幸,  小山 裕司,  前島 顕太郎,  吉野 雅則,  渡辺 昌則,  北山 康彦,  内田 英

二 : Tissue Marking Dyes による切除標本色分けは鉤部周辺の切離断端に対する詳細な評価を可能とした. 日本外科学会定期学術集会抄録

集, 2017. 4. 

4) 和田 尚人,  渡邉 昌則,  塙 秀暁,  野村 聡,  三島 圭介,  山際 亮,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴

木 英之,  許田 典男,  北山 康彦,  内田 英二 : ほぼ全胃に及ぶ粘膜下浸潤を伴った胃型胃癌の 1 例. 日本胃癌学会総会記事, 2018. 3. 

5) 三島 圭介,  渡邉 昌則,  塙 秀暁,  黒田 誠司,  野村 聡,  前島 顕太郎,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : ステロイドの

使用により治療方針の決定に難渋した食道胃重複癌の 1 例. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集, 2017. 6. 

6) 助川 誠,  鈴木 英之,  豊田 哲鎬,  和田 由大,  清水 貴夫,  渡辺 昌則,  吉野 雅則,  水谷 聡,  松信 哲朗,  内田 英二 : ストーマ脱出

に対する自動縫合器を用いた非開腹による手術術式. 日本大腸肛門病学会雑誌, 2017. 9. 

7) 豊田 哲鎬,  鈴木 英之,  清水 貴夫,  和田 由大,  助川 誠,  野村 聡,  塙 秀暁,  三浦 克洋,  千原 直人,  吉野 雅則,  松信 哲朗,  大

山 莉奈,  黒田 誠司,  水谷 聡,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 下行結腸癌に対する腹腔鏡手術の治療成績の検討. 日本大腸肛門病学会雑誌, 

2017. 9. 

8) 渡辺 昌則,  野村 聡,  塙 秀暁,  三島 圭介,  黒田 誠司,  門倉 玄武,  勝俣 範之,  水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : 分割 paclitaxel 投

与を応用した食道癌に対する新規多剤併用 weekly PCF 療法の第 1 相試験. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集, 2017. 6. 

9) 渡辺昌則,  野村聡,  塙秀暁 : 分割 paclitaxel 投与を応用した食道癌に対する新規多剤併用 weekly PCF 療法の第 I 相試験. 第 71 回日本食道

学会学術集会, 2017. 6. 

10) 清水 貴夫,  鈴木 英之,  豊田 哲鎬,  和田 由大,  助川 誠,  大山 莉奈,  知原 直人,  水谷 聡,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 大腸ステント

留置後に待機的腹腔鏡下手術を施行した閉塞性大腸癌症例の短期成績の検討. 日本内視鏡外科学会雑誌, 2017. 12. 

11) 渡辺昌則,  野村聡,  塙秀暁 : 定時大腸手術における予防抗菌薬の適正使用と SSI 発生率. 第 30 回日本外科感染症学会総会学術集会, 2017. 

11. 

12) 大山 莉奈,  水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 当院の開腹総胆管結石手術における SSI の現状と問題点. 日本消

化器外科学会総会, 2017. 7. 

13) 渡辺昌則,  千原直人,  塙秀暁 : 抗血栓薬継続患者における胃 ESD 後出血に関する検討. 第 90 回日本胃癌学会総会, 2018. 3. 

14) 三島 圭介,  渡邉 昌則,  塙 秀暁,  野村 聡,  黒田 誠司,  山際 亮,  和田 尚人,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  

水谷 聡,  鈴木 英之,  内田 英二 : 皮膚筋炎に合併した食道胃重複癌の 1 例(A case of the esophageal and gastric cancer associated with 

Dermatomyositis). 日本胃癌学会総会記事, 2018. 3. 

15) 山岸 征嗣,  水谷 聡,  鈴木 英之,  大山 莉奈,  三島 圭介,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 肝胆膵外科、高難易度手術における、周術期のカテ

ーテル関連合併症の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集, 2017. 4. 

16) 塙 秀暁,  渡辺 昌則,  野村 聡,  三島 圭介,  黒田 誠司,  山際 亮,  和田 尚人,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  水谷 聡,  小

峯 修,  鈴木 英之,  内田 英二 : 胃癌術後 2 年目に鼠径部再発を来し、集学的治療により長期生存を得ている若年進行胃癌の 1 例. 日本胃

癌学会総会記事, 2018. 3. 

17) 野村 聡,  渡辺 昌則,  塙 秀暁,  三島 圭介,  黒田 誠司,  山際 亮,  和田 尚人,  大山 莉奈,  豊田 哲鎬,  前島 顕太郎,  千原 直人,  

水谷 聡,  小峯 修,  許田 典男,  鈴木 英之,  内田 英二 : 胃癌術後約 5 年目に腸閉塞を契機に発見された小腸転移の 1 例. 日本胃癌学会

総会記事, 2018. 3. 

18) 水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  大山 莉奈,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 胆石症に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術による落下結石の検討. 日

本内視鏡外科学会雑誌, 2017. 12. 

19) 豊田 哲鎬,  鈴木 英之,  清水 貴夫,  和田 由大,  助川 誠,  大山 莉奈,  千原 直人,  水谷 聡,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 脾彎曲部結腸

癌に対する腹腔鏡手術の定型化について. 日本内視鏡外科学会雑誌, 2017. 12. 

20) 山岸 征嗣,  水谷 聡,  鈴木 英之,  中村 慶春,  三島 圭介,  大山 莉奈,  助川 誠,  山際 亮,  渡辺 昌則,  内田 英二 : 腹腔鏡下右副腎

摘出術における当院での工夫. 日本内視鏡外科学会雑誌, 2017. 12. 

21) 大山 莉奈,  水谷 聡,  鈴木 英之,  山岸 征嗣,  渡辺 昌則,  北山 康彦,  内田 英二 : 術前画像上の鑑別診断が困難であった肝腫瘍切除

例. 日本外科学会定期学術集会抄録集, 2017. 4. 

22) 渡辺昌則,  野村聡,  塙秀暁 : 食道癌に対する weekly paclitaxel+CDDP/5FU 療法の第 I-II 相試験. 第 15 回日本消化器外科学会大会
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（JDDW2017）, 2017. 10. 

23) 渡辺 昌則,  勝俣 範之,  野村 聡,  塙 秀暁,  門倉 玄武,  三島 圭介,  黒田 誠司,  前島 顕太郎,  千原 直人,  水谷 聡,  鈴木 英之,  

内田 英二 : 食道癌に対する weekly paclitaxel+CDDP/5FU 療法の第 I 相臨床試験結果. 日本外科学会定期学術集会抄録集, 2017. 4. 

24) 和田 由大,  鈴木 英之,  豊田 哲鎬,  清水 貴夫,  助川 誠,  渡邉 昌則,  水谷 聡,  千原 直人,  三浦 克洋,  塙 秀暁,  野村 聡,  山岸 

征嗣,  大山 莉奈,  山際 亮,  和田 尚人,  吉野 雅則,  松信 哲朗,  内田 英二 : 高齢者大腸癌に対する腹腔鏡手術の安全性の検討. 日本

大腸肛門病学会雑誌, 2017. 9. 
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3 武蔵小杉病院中央検査室 

研究業績 
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〔８〕多摩永山病院付置施設等 
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1 多摩永山病院病理診断部 

研究業績 
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2 多摩永山病院中央検査室 

研究業績 
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〔９〕千葉北総病院付置施設等 
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1 千葉北総病院緩和ケア科 

研究業績 
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2 千葉北総病院病理診断科・病理部 

研究業績 
 
論文等 

1) Tomohiko Matsuhashi,  Ryoko Matsui,  Chikako Hasegawa,  Tsutomu Hatori,  Seiryu Kamoi,  Toshiyuki Takeshita : Laparoscopic 

Excision of a Uterine Adenomatoid Tumor and a Coexisting Ovarian Teratoma: A Case Report and Literature Review. Journal of Nippon 

Medical School = Nippon Ika Daigaku zasshi 2017; 84（3）:139-143. doi: 10.1272/jnms.84.139. 

2) Nariaki Kokuho,  Yasuhiro Terasaki,  Shinobu Kunugi,  Naomi Onda,  Hirokazu Urushiyama,  Mika Terasaki,  Mitsunori Hino,  Akihiko 

Gemma,  Tsutomu Hatori,  Akira Shimizu : Localized pulmonary crystal-storing histiocytosis complicating pulmonary mucosa-associated 

lymphoid tissue lymphoma presenting with multiple mass lesions. Human pathology 2017; 65:180-186. doi: 10.1016/j.humpath.2016.10.028. 

3) 本橋 典久,  小齊平 聖治,  内藤 智之,  二島 駿一,  加藤 泰裕,  田中 庸介,  日野 光紀,  羽鳥 努,  久保田 馨,  弦間 昭彦 : アファチ

ニブ投与中に小細胞肺癌に形質転換した EGFR 遺伝子変異陽性非小細胞肺癌の 1 例. 肺癌 2017; 57（2）:134-135. 

4) 飯田 信也,  柳原 恵子,  栗田 智子,  中井 麻木,  鈴木 えりか,  関口 久美子,  羽鳥 努,  宮下 正夫,  武井 寛幸 : 乳癌腋窩リンパ節転

移(N 因子)の術前診断(画像診断ならびに細胞診)の精度の検討. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 2017; 25 回:497. 

5) 大峯 広貴,  笹谷 昌司,  長谷川 千花子,  平野 孝幸,  佐藤 春明,  清水 秀樹,  三枝 順子,  京本 晃典,  京本 絢美,  羽鳥 努,  鴨井 青

龍,  山田 隆,  中西 一歩,  松橋 智彦 : 子宮頸部 Large cell neuroendocrine carcinoma と Mucinous adenocarcinoma intestinal type が合併

した一例. 日本臨床細胞学会雑誌 2017; 56（Suppl.2）:808. 

6) 新井 泰央,  厚川 正則,  吉田 祐士,  大久保 知美,  岩下 愛,  糸川 典夫,  近藤 千紗,  羽鳥 努,  加藤 慶三,  島田 紀朋,  坪田 昭人,  

岩切 勝彦 : 本邦の NAFLD 症例の病態に vitamin D 代謝関連 SNPs の与える影響. 肝臓 2017; 58（Suppl.2）:A636. 

7) 清水 秀樹,  羽鳥 努,  佐藤 春明 : 脳腫瘍における細胞診の有用性 髄膜腫の細胞診. 日本臨床細胞学会雑誌 2017; 56（Suppl.2）:616. 

8) 戸田 諭補,  小澤 明子,  江畑 琢矢,  外間 裕之,  大村 朋子,  羽鳥 努,  山崎 峰雄,  木村 和美 : 脳腫瘍の診断目的で行われた脳生検で

血管中心性炎症細胞浸潤を認め、中枢神経血管炎が疑われた 62 歳男性例. 臨床神経学 2017; 57（10）:631. 
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3 千葉北総病院歯科 

研究業績 
 
論文等 

1) 吉峰 正彌,  大木 亜悠子,  藤川 瑞穂,  村田 侑加,  鴨井 久博,  久保田 裕子 : 周術期患者に対する SOLADEYRHYTHM の効果. 日本

口腔ケア学会雑誌 2017; 12（1）:25-31. 

2) 鴨井 久博,  後藤 祐香,  岡崎 加奈,  小木曽 令実,  村田 侑加,  大木 亜悠子,  吉峰 正彌,  和崎 佳子,  兼坂 ゆきの,  久保田 裕子 : 

塩・生薬含有歯磨剤の使用時における歯周病患者に対する効果. ライフケアジャーナル 2017; 8（1）:1-6. 

3) 吉峰 正彌,  鴨井 久博,  瀬谷 知子,  實川 東洋,  高市 直子 : 外来化学療法患者における口腔機能管理. 日本癌治療学会学術集会抄録集 

2017; 55 回:P157-3. 

4) 藤川 瑞穂,  村田 侑加,  堀内 亜悠子,  吉峰 正彌,  鴨井 久博 : 大型太陽電池付酸化チタン電極内蔵歯ブラシのプラーク除去効果につい

て. 特定非営利活動法人日本歯科保存学会学術大会プログラムおよび講演抄録集 2017; 146 回:166. 

5) 小木曽 令実,  岡崎 加奈,  村田 侑加,  藤川 瑞穂,  堀内 亜悠子,  吉峰 正彌,  鴨井 久博 : 日本医科大学千葉北総病院における周術期

口腔機能管理の現状と展望. 日本口腔ケア学会雑誌 2017; 11（3）:221. 
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4 千葉北総病院集中治療室 

研究業績 
 
論文等 

1) 白壁 章宏,  畑 典武,  小林 宣明,  岡崎 大武,  柴田 祐作,  西郡 卓,  浅井 邦也,  清水 渉 : AKI の予防と治療は可能か? 急性心不全に

おける急性腎障害. 日本集中治療医学会雑誌 2018; 25（Suppl.）:[SY7-2]. 

2) Hirotake Okazaki,  Akihiro Shirakabe,  Nobuaki Kobayashi,  Noritake Hata,  Takuro Shinada,  Masato Matsushita,  Yoshiya Yamamoto,  

Yusaku Shibata,  Junsuke Shibuya,  Reiko Shiomura,  Suguru Nishigoori,  Kuniya Asai,  Wataru Shimizu : Are atherosclerotic risk factors 

associated with a poor prognosis in patients with hyperuricemic acute heart failure? The evaluation of the causal dependence of acute heart 

failure and hyperuricemia. HEART AND VESSELS 2017; 32（4）:436-445. doi: 10.1007/s00380-016-0893-z. 

3) Masato Matsushita,  Akihiro Shirakabe,  Noritake Hata,  Takuro Shinada,  Nobuaki Kobayashi,  Kazunori Tomita,  Masafumi Tsurumi,  

Hirotake Okazaki,  Yoshiya Yamamoto,  Kuniya Asai,  Wataru Shimizu : Association between the body mass index and the clinical findings 

in patients with acute heart failure: evaluation of the obesity paradox in patients with severely decompensated acute heart failure. HEART AND 

VESSELS 2017; 32（5）:600-608. doi: 10.1007/s00380-016-0908-9. 

4) Akihiro Shirakabe,  Noritake Hata,  Nobuaki Kobayashi,  Hirotake Okazaki,  Masato Matsushita,  Yusaku Shibata,  Suguru Nishigoori,  

Saori Uchiyama,  Kuniya Asai,  Wataru Shimizu : Clinical Usefulness of Urinary Liver Fatty Acid-Binding Protein Excretion for Predicting 

Acute Kidney Injury during the First 7 Days and the Short-Term Prognosis in Acute Heart Failure Patients with Non-Chronic Kidney Disease. 

CARDIORENAL MEDICINE 2017; 7（4）:301-315. doi: 10.1159/000477825. 

5) Akihiro Shirakabe,  Noritake Hata,  Nobuaki Kobayashi,  Hirotake Okazaki,  Masato Matsushita,  Yusaku Shibata,  Suguru Nishigoori,  

Saori Uchiyama,  Kazutaka Kiuchi,  Fumitaka Okajima,  Toshiaki Otsuka,  Kuniya Asai,  Wataru Shimizu : Decreased blood glucose at 

admission has a prognostic impact in patients with severely decompensated acute heart failure complicated with diabetes mellitus. Heart and 

Vessels 2018; 33（9）:1-14. doi: 10.1007/s00380-018-1151-3. 

6) Shirakabe Akihiro,  Ikeda Yoshiyuki,  Saito Toshiro,  Zai Peiyong,  Hata Noritake,  Asai Kuniya,  Shimizu Wataru,  Sadoshima Jyunichi : 

Drp1 依存的性ミトコンドリアオートファジーは圧過剰負荷誘導ミトコンドリア機能障害と心不全に対して保護的な役割を果たす. Journal of 

Physiological Sciences 2017; 67（Supplement 1） 

7) Nobuaki Kobayashi,  Masamichi Takano,  Masafumi Tsurumi,  Yusaku Shibata,  Suguru Nishigoori,  Saori Uchiyama,  Hirotake Okazaki,  

Akihiro Shirakabe,  Yoshihiko Seino,  Noritake Hata,  Wataru Shimizu : Features and Outcomes of Patients with Calcified Nodules at Culprit 

Lesions of Acute Coronary Syndrome: An Optical Coherence Tomography Study. Cardiology (Switzerland) 2018; 139（2）:90-100. doi: 

10.1159/000481931. 

8) Akihiro Shirakabe,  Noritake Hata,  Nobuaki Kobayashi,  Hirotake Okazaki,  Masato Matsushita,  Yusaku Shibata,  Suguru Nishigoori,  

Saori Uchiyama,  Kuniya Asai,  Wataru Shimizu : Prognostic benefit of maintaining the hemoglobin level during the acute phase in patients 

with severely decompensated acute heart failure. Heart and Vessels 2018; 33（3）:264-278. doi: 10.1007/s00380-017-1057-5. 

9) Hirotake Okazaki,  Akihiro Shirakabe,  Toshiaki Otsuka,  Nobuaki Kobayashi,  Noritake Hata,  Takuro Shinada,  Masato Matsushita,  

Yoshiya Yamamoto,  Junsuke Shibuya,  Reiko Shiomura,  Suguru Nishigoori,  Kuniya Asai,  Wataru Shimizu : Response to letter regarding 
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